
号

令和 7 年 10 月 2 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

（注）

〒466-8560　名古屋市昭和区鶴舞町65番地

電話（052）744－2111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

氏名

〒464-8601　名古屋市千種区不老町

国立大学法人　東海国立大学機構

　名古屋大学医学部附属病院

神経内科：脳神経内科にて医療を提供／内分泌内科、代謝内科：糖尿病・内分泌内科にて医療を提供
感染症内科：内科全般にて医療を提供／アレルギー疾患内科またはアレルギー科：内科全般と小児科にて医療を提供

機構名病総 63

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人東海国立大学機構
機構長　松尾　清一

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和 6 年度の業務に関して報告します。

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

名古屋大学医学部附属病院の業務に関する報告について

内科 有

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

0

療養

（単位：床）46 0

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

0 1030 1076

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核

2消化器外科 ３乳腺外科

合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

外科 有

一般

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

消化器外科：消化器・腫瘍外科にて医療を提供／乳腺外科、内分泌外科：乳腺・内分泌外科にて医療を提供
心臓血管外科：心臓外科、血管外科にて医療を提供

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

リハビリテーション科

糖尿病・内分泌内科 老年内科 脳神経内科 移植外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

消化器・腫瘍外科

乳腺・内分泌外科 形成外科 児童精神科 病理診断科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

457 393 775.6 58 0

11 26 33.8 38 86

82 15 95.3 7 0

0 0 0 13 0

57 1 57.7 0 3

1193 28 1211 42 12

1 0 1 0 101

7 0 7 1 340

9 0 9 77 15

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　丸山　彰一　　　　　　　　　） 任命年月日

平成31年4月から、患者安全推進委員会の構成員を務めている。

合計

13

11

25

23

49

31

12

525

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 25

127

121

17

46

12

13

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

52 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

559 ㎡ （主な設備）

128 ㎡ （主な設備）

341 ㎡ （主な設備）

66 ㎡ （主な設備）

142 ㎡ （主な設備）

55 ㎡ 室数 室 人

41 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

検体検査装置クリオスタット、自動脱水包埋装置

解剖台、クリーンベンチ、臓器撮影台

次世代シーケンサー、質量分析装置

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

1

1

収容定員

蔵書数

35

10000

病床数 32535

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

薬歴管理室、高度医療薬剤支援室

54

生化学自動分析装置、免疫自動分析装置

バクテアラート3D、マイクロスキャン

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1179

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

840.6

201

6

27

474

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

797.6

2020.4

7.5

95.7

805.1

2116.1

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

歯科等以外 歯科等 合計



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

有

無

無

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

16983

17839

516

23636

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

紹介率 74. 0 逆紹介率 75.5

委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

医療安全管理を得意と
する弁護士であり，法
律に関する高い識見を
有しているため。

1

利害
関係

委員の要件
該当状況

柵木　充明 愛知県医師会　会長
愛知県医師会長を務め
ており，医療安全に精
通しているため。

1

氏名 所属

矢野　昌浩 名古屋大学　副総長
総長が指名する理事・
副総長

3

長谷川　潤
AOI名古屋病院　病院
長

AOI名古屋病院　病院
長を務めており，医療
安全に精通しているた
め。

1

長谷川　ふき子
成田・長谷川法律事務
所　弁護士

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

松下　敏幸
全国健康保険協会　愛
知支部　支部長

全国健康保険協会愛知
支部長を務めており，
医療を受ける者として，
医療に係る高い見識を
有しているため。

2

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本院ホームページ上に公表。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

76人

1人

5人

3

82人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

子宮内膜受容能検査２

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

7人

0人

0人

3人

8人

0人

6人

2人

10

26人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法　成人T細胞白血病リンパ腫（症候を有す
るくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

周術期デュルバルマブ静脈内投与療法

ネシツムマブ静脈内投与療法　切除が不可能なEGFR遺伝子増幅陽性固形がん（食道がん、胃がん、小腸
がん、尿路上皮がん又は乳がんに限る。）

生体肝移植術　切除が不可能な肝門部胆管がん

イマチニブ経口投与及びペムブロリズマブ静脈内投与の併用療法　進行期悪性黒色腫（KIT遺伝子変異を
有するものであって、従来の治療法に抵抗性を有するものに限る。）

生体肝移植術　適応症　切除が不可能な転移性肝がん

タミバロテン内服投与及びペムブロリズマブ静脈内投与の併用療法

自家濃縮骨髄液局所注入療法

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 87 56 ベーチェット病 70
2 筋萎縮性側索硬化症 99 57 特発性拡張型心筋症 97
3 脊髄性筋萎縮症 5 58 肥大型心筋症 17
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 5 60 再生不良性貧血 37
6 パーキンソン病 235 61 自己免疫性溶血性貧血 5
7 大脳皮質基底核変性症 7 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 50
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 3
10 シャルコー・マリー・トゥース病 4 65 原発性免疫不全症候群 32
11 重症筋無力症 104 66 IgＡ 腎症 73
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 41
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 116 68 黄色靱帯骨化症 9

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
80 69 後縦靱帯骨化症 84

15 封入体筋炎 3 70 広範脊柱管狭窄症 2
16 クロウ・深瀬症候群 2 71 特発性大腿骨頭壊死症 131
17 多系統萎縮症 33 72 下垂体性ADH分泌異常症 32
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 80 73 下垂体性TSH分泌亢進症 3
19 ライソゾーム病 8 74 下垂体性PRL分泌亢進症 5
20 副腎白質ジストロフィー 4 75 クッシング病 23
21 ミトコンドリア病 5 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 60 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 57
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 131
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 3 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 3
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 109 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 102
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 85
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 118
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 157
34 神経線維腫症 151 89 リンパ脈管筋腫症 13
35 天疱瘡 13 90 網膜色素変性症 63
36 表皮水疱症 6 91 バッド・キアリ症候群 5
37 膿疱性乾癬（汎発型） 6 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性胆管炎 39
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 33
40 高安動脈炎 40 95 自己免疫性肝炎 35
41 巨細胞性動脈炎 3 96 クローン病 567
42 結節性多発動脈炎 5 97 潰瘍性大腸炎 484
43 顕微鏡的多発血管炎 28 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 6 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 16 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 3 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 0 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 189 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 105 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 86 106 クリオピリン関連周期熱症候群 2
52 混合性結合組織病 11 107 若年性特発性関節炎 3
53 シェーグレン症候群 34 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 11 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 8 110 ブラウ症候群 0

１１１ 先天性ミオパチー 3 １６６ 弾性線維性仮性黄色腫 2
１１２ マリネスコ・シェーグレン症候群 0 １６７ マルファン症候群 16
１１３ 筋ジストロフィー 18 １６８ エーラス・ダンロス症候群 6
１１４ 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 １６９ メンケス病 0
１１５ 遺伝性周期性四肢麻痺 1 １７０ オクシピタル・ホーン症候群 0
１１６ アトピー性脊髄炎 0 １７１ ウィルソン病 5
１１７ 脊髄空洞症 7 １７２ 低ホスファターゼ症 1
１１８ 脊髄髄膜瘤 0 １７３ VATER症候群 0
１１９ アイザックス症候群 0 １７４ 那須・ハコラ病 0
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１２０ 遺伝性ジストニア 1 １７５ ウィーバー症候群 0
１２１ 神経フェリチン症 0 １７６ コフィン・ローリー症候群 0
１２２ 脳表ヘモジデリン沈着症 2 １７７ ジュベール症候群関連疾患 0

１２３
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 １７８ モワット・ウィルソン症候群 0

１２４
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 １７９ ウィリアムズ症候群 0

１２５
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 １８０ ＡＴＲ－Ｘ症候群 0

１２６ ペリー症候群 0 １８１ クルーゾン症候群 0
１２７ 前頭側頭葉変性症 0 １８２ アペール症候群 0
１２８ ビッカースタッフ脳幹脳炎 2 １８３ ファイファー症候群 0
１２９ 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 １８４ アントレー・ビクスラー症候群 0
１３０ 先天性無痛無汗症 0 １８５ コフィン・シリス症候群 0
１３１ アレキサンダー病 0 １８６ ロスムンド・トムソン症候群 0
１３２ 先天性核上性球麻痺 0 １８７ 歌舞伎症候群 0
１３３ メビウス症候群 0 １８８ 多脾症候群 0
１３４ 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 １８９ 無脾症候群 1
１３５ アイカルディ症候群 0 １９０ 鰓耳腎症候群 0
１３６ 片側巨脳症 0 １９１ ウェルナー症候群 3
１３７ 限局性皮質異形成 0 １９２ コケイン症候群 0
１３８ 神経細胞移動異常症 1 １９３ プラダー・ウィリ症候群 0
１３９ 先天性大脳白質形成不全症 1 １９４ ソトス症候群 0
１４０ ドラベ症候群 0 １９５ ヌーナン症候群 0
１４１ 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1 １９６ ヤング・シンプソン症候群 0
１４２ ミオクロニー欠神てんかん 0 １９７ １p36欠失症候群 0
１４３ ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 １９８ ４p欠失症候群 0
１４４ レノックス・ガストー症候群 0 １９９ ５p欠失症候群 0
１４５ ウエスト症候群 0 ２００ 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
１４６ 大田原症候群 0 ２０１ アンジェルマン症候群 0
１４７ 早期ミオクロニー脳症 0 ２０２ スミス・マギニス症候群 0
１４８ 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 ２０３ 22q11.2欠失症候群 0
１４９ 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 ２０４ エマヌエル症候群 0
１５０ 環状20番染色体症候群 0 ２０５ 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
１５１ ラスムッセン脳炎 0 ２０６ 脆弱X症候群 0
１５２ ＰＣＤＨ19関連症候群 0 ２０７ 総動脈幹遺残症 0
１５３ 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 ２０８ 修正大血管転位症 1

１５４
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳

症 0 ２０９
完全大血管転位症 0

１５５ ランドウ・クレフナー症候群 0 ２１０ 単心室症 0
１５６ レット症候群 0 ２１１ 左心低形成症候群 0
１５７ スタージ・ウェーバー症候群 0 ２１２ 三尖弁閉鎖症 0
１５８ 結節性硬化症 8 ２１３ 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
１５９ 色素性乾皮症 0 ２１４ 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1
１６０ 先天性魚鱗癬 6 ２１５ ファロー四徴症 1
１６１ 家族性良性慢性天疱瘡 0 ２１６ 両大血管右室起始症 0
１６２ 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 13 ２１７ エプスタイン病 1
１６３ 特発性後天性全身性無汗症 0 ２１８ アルポート症候群 1
１６４ 眼皮膚白皮症 0 ２１９ ギャロウェイ・モワト症候群 0
１６５ 肥厚性皮膚骨膜症 0 ２２０ 急速進行性糸球体腎炎 9

２２１ 抗糸球体基底膜腎炎 1 ２７６ 軟骨無形成症 5
２２２ 一次性ネフローゼ症候群 102 ２７７ リンパ管腫症/ゴーハム病 2
２２３ 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4 ２７８ 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1

２２４ 紫斑病性腎炎 5 ２７９
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

２２５ 先天性腎性尿崩症 2 ２８０ 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
２２６ 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 ２８１ クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2
２２７ オスラー病 2 ２８２ 先天性赤血球形成異常性貧血 0
２２８ 閉塞性細気管支炎 0 ２８３ 後天性赤芽球癆 2
２２９ 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 ２８４ ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
２３０ 肺胞低換気症候群 0 ２８５ ファンコニ貧血 0
２３１ α1－アンチトリプシン欠乏症 0 ２８６ 遺伝性鉄芽球性貧血 1
２３２ カーニー複合 0 ２８７ エプスタイン症候群 1
２３３ ウォルフラム症候群 0 ２８８ 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 9

２３４
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを

除く。）
0 ２８９ クロンカイト・カナダ症候群 1
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２３５ 副甲状腺機能低下症 0 ２９０ 非特異性多発性小腸潰瘍症 0

２３６ 偽性副甲状腺機能低下症 1 ２９１
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
1

２３７ 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 ２９２ 総排泄腔外反症 0
２３８ ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 11 ２９３ 総排泄腔遺残 1
２３９ ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 ２９４ 先天性横隔膜ヘルニア 0
２４０ フェニルケトン尿症 0 ２９５ 乳幼児肝巨大血管腫 0
２４１ 高チロシン血症1型 0 ２９６ 胆道閉鎖症 19
２４２ 高チロシン血症2型 0 ２９７ アラジール症候群 0
２４３ 高チロシン血症3型 0 ２９８ 遺伝性膵炎 1
２４４ メープルシロップ尿症 0 ２９９ 嚢胞性線維症 0
２４５ プロピオン酸血症 0 ３００ ＩｇＧ４関連疾患 8
２４６ メチルマロン酸血症 0 ３０１ 黄斑ジストロフィー 3
２４７ イソ吉草酸血症 0 ３０２ レーベル遺伝性視神経症 0
２４８ グルコーストランスポーター1欠損症 0 ３０３ アッシャー症候群 0
２４９ グルタル酸血症1型 0 ３０４ 若年発症型両側性感音難聴 2
２５０ グルタル酸血症2型 0 ３０５ 遅発性内リンパ水腫 1
２５１ 尿素サイクル異常症 0 ３０６ 好酸球性副鼻腔炎 9
２５２ リジン尿性蛋白不耐症 0 ３０７ カナバン病 0
２５３ 先天性葉酸吸収不全 0 ３０８ 進行性白質脳症 0
２５４ ポルフィリン症 1 ３０９ 進行性ミオクローヌスてんかん 0
２５５ 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 ３１０ 先天異常症候群 0
２５６ 筋型糖原病 0 ３１１ 先天性三尖弁狭窄症 0
２５７ 肝型糖原病 2 ３１２ 先天性僧帽弁狭窄症 0

２５８
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 ３１３ 先天性肺静脈狭窄症 0

２５９
レシチンコレステロールアシルトランスフェラー

ゼ欠損症
0 ３１４ 左肺動脈右肺動脈起始症 0

２６０ シトステロール血症 1 ３１５
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

２６１ タンジール病 0 ３１６ カルニチン回路異常症 0
２６２ 原発性高カイロミクロン血症 0 ３１７ 三頭酵素欠損症 0
２６３ 脳腱黄色腫症 0 ３１８ シトリン欠損症 0
２６４ 無βリポタンパク血症 0 ３１９ セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

２６５ 脂肪萎縮症 0 ３２０
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

２６６ 家族性地中海熱 12 ３２１ 非ケトーシス型高グリシン血症 0
２６７ 高ＩｇＤ症候群 0 ３２２ β―ケトチオラーゼ欠損症 0
２６８ 中條・西村症候群 0 ３２３ 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0

２６９
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症

候群
0 ３２４ メチルグルタコン酸尿症 0

２７０ 慢性再発性多発性骨髄炎 0 ３２５ 遺伝性自己炎症疾患 0
２７１ 強直性脊椎炎 28 ３２６ 大理石骨病 2

２７２ 進行性骨化性線維異形成症 0 ３２７
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
9

２７３ 肋骨異常を伴う先天性側弯症 2 ３２８ 前眼部形成異常 1
２７４ 骨形成不全症 1 ３２９ 無虹彩症 0
２７５ タナトフォリック骨異形成症 0 ３３０ 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0

３３１ 特発性多中心性キャッスルマン病 12
３３２ 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
３３３ ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
３３４ 脳クレアチン欠乏症候群 0 （注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。
３３５ ネフロン癆 0 疾患数 147
３３６ 家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） 0 合計患者数（人） 4779
３３７ ホモシスチン尿症 0
３３８ 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
３３９ ＭＥＣＰ２重複症候群 0

３４０
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を含

む。）
0

３４１ ＴＲＰＶ４異常症 0



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・新生児特定集中治療室重症児対応体制強化管理料

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料２

　・医療安全対策加算１ 　・小児入院医療管理料４

　・栄養サポートチーム加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・地域医療体制確保加算

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・特定集中治療室管理料１

　・無菌治療室管理加算２

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・後発医薬品使用体制加算３

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・認知症ケア加算

　・感染対策向上加算１

　・患者サポート体制充実加算

　・重症患者初期支援充実加算

　・報告書管理体制加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・術後疼痛管理チーム加算

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・緩和ケア診療加算

　・小児緩和ケア診療加算

　・看護職員夜間配置加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・歯科外来診療感染対策加算３

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算２

　・急性期看護補助体制加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・特定機能病院入院基本料

一般病棟７対１入院基本料

精神病棟７対１入院基本料

　・医療ＤＸ推進体制整備加算

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療医療安全対策加算２

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に規定する救急搬送
看護体制加算

　・内視鏡下筋層切開術

　・下肢創傷処置管理料 　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・慢性腎臓病透析予防指導管理料 　・同種死体肺移植術

　・院内トリアージ実施料
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・生殖補助医療管理料２
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・二次性骨折予防継続管理料３
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・二次性骨折予防継続管理料１
　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・一般不妊治療管理料
　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉
を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腎代替療法指導管理料 　・気管支バルブ留置術

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・小児運動器疾患指導管理料
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・がん患者指導管理料ニ
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後）
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・外来緩和ケア管理料
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・がん患者指導管理料イ
　・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるも
の）

　・がん患者指導管理料ハ
　・乳房切除術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・がん患者指導管理料ロ 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モ
ニタリング加算

　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・糖尿病合併症管理料 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・がん性疼痛緩和指導管理料の注２に規定する難治性がん
性疼痛緩和指導管理加算

　・顎関節人工関節全置換術（歯科）

　・がん性疼痛緩和指導管理料
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

　・ウイルス疾患指導料 　・耳管用補綴材挿入術

　・外来栄養食事指導料の注２に規定する基準
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



　・外来放射線照射診療料
　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・連携充実加算 　・胸腔鏡下弁形成術

　・外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定するがん薬物療法
体制充実加算

　・胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加
算

　・胸腔鏡下弁置換術

　・がん治療連携計画策定料
　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１ 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・ハイリスク妊産婦連携指導料２ 　・不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・肝炎インターフェロン治療計画料
　・不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・こころの連携指導料（Ⅱ） 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・プログラム医療機器等指導管理料
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・プログラム医療機器等指導管理料
　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・薬剤管理指導料
　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・医療機器安全管理料１
　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・医療機器安全管理料２
　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・医療機器安全管理料（歯科）
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）



　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測
定

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・補助人工心臓

　・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準 　・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・遺伝学的検査の注２に規定する施設基準 　・同種心移植術

　・染色体検査の注２に規定する基準 　・骨格筋由来細胞シート心表面移植術

　・骨髄微小残存病変量測定 　・経皮的下肢動脈形成術

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・先天性代謝異常症検査 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核
酸検出を含まないもの）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液）
　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・腹腔鏡下胃縮小術

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術



　・国際標準検査管理加算
　・腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・遺伝カウンセリング加算 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・腹腔鏡下肝切除術

　・胎児心エコー法
　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・ヘッドアップティルト試験 　・腹腔鏡下胆道閉鎖症手術

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・生体部分肝移植術

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・同種死体肝移植術

　・長期脳波ビデオ同時記録検査１ 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの） 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・脳波検査判断料１
　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・神経学的検査 　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・補聴器適合検査
　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・黄斑局所網膜電図 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・全視野精密網膜電図
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）



　・ロービジョン検査判断料
　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・内服・点滴誘発試験 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によ
るもの）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

　・経気管支凍結生検法 　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・睡眠時歯科筋電図検査 　・同種死体腎移植術

　・画像診断管理加算４ 　・生体腎移植術

　・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた
場合を除く。）

　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた
場合に限る。）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥ
Ｔイメージング剤を用いた場合を除く。）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（ア
ミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた場合に限る。）

　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　・尿道狭窄グラフト再建術

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・血流予備量比コンピューター断層撮影 　・精巣温存手術

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・乳房ＭＲＩ撮影加算
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）



　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 　・女子外性器悪性腫瘍手術センチネルリンパ節生検加算

　・頭部ＭＲＩ撮影加算 　・腹腔鏡下仙骨腟固定術

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・無菌製剤処理料
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・がん患者リハビリテーション料 　・胎児輸血術及び臍帯穿刺

　・リンパ浮腫複合的治療料 　・体外式膜型人工肺管理料

　・歯科口腔リハビリテーション料２
　・尿道形成手術（前部尿道）（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・通院・在宅精神療法の注４に規定する児童思春期精神科
専門管理加算

　・尿道下裂形成手術（性同一性障害の患者に対して行う場
合に限る。）

　・通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援
加算

　・陰茎形成術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・認知療法・認知行動療法１
　・陰茎全摘術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・精神科作業療法
　・精巣摘出術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・会陰形成手術（筋層に及ばないもの）（性同一性障害の患
者に対して行う場合に限る。）



　・医療保護入院等診療料
　・造腟術、腟閉鎖症術（遊離植皮によるもの、腸管形成によ
るもの、筋皮弁移植によるもの）（性同一性障害の患者に対し
て行う場合に限る。）

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）
　・子宮全摘術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・多血小板血漿処置
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（性同一性障害患者に対して行
う場合に限る。）

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算
　・子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（性同一性障害の患者に
対して行う場合に限る。）

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
休日加算１

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
時間外加算１

　・ストーマ合併症加算
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
深夜加算１

　・手術用顕微鏡加算 　・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・口腔粘膜処置
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加
算

　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー 　・輸血管理料Ⅰ

　・歯科技工加算１及び２ 　・コーディネート体制充実加算

　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 　・自己生体組織接着剤作成術

　・自家脂肪注入 　・同種クリオプレシピテート作製術

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算



　・骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療
法

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・歯根端切除手術の注３

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・レーザー機器加算

　・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの） 　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・椎間板内酵素注入療法 　・周術期薬剤管理加算

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・放射線治療専任加算

　・緊急穿頭血腫除去術 　・外来放射線治療加算

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算 　・高エネルギー放射線治療

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・一回線量増加加算

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電
極による場合）に限る。）

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 　・定位放射線治療

　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（過活動膀胱）

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・角結膜悪性腫瘍切除術 　・画像誘導密封小線源治療加算



　・羊膜移植術 　・デジタル病理画像による病理診断

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・病理診断管理加算２

　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）） 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるものに限る。） 　・看護職員処遇改善評価料５９

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・網膜再建術 　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・入院ベースアップ評価料７９

　・人工中耳植込術



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 17

剖検率（％） 4.9

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

剖　検　の　状　況

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

20

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

青木　恒介 脳神経外科 821,876 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岩本　邦弘 精神医学 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

川村　麻里子 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

安藤　啓 呼吸器内科 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

渡邊　純奈 歯科口腔外科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

梶山　広明 産婦人科学 2,700,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大木　拓究人 手の外科学 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

森　大輔 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

横井　聡 神経内科学 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岩野　信吾 量子医学 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

因田　恭也 循環器内科学 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

清水　優樹 循環器内科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

水野　正司 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　佐和子 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中山　吾郎 消化器外科学 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

六鹿　雅登 心臓外科学 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

荒木　芳生 脳神経外科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

三島　健一 整形外科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

西尾　直樹 耳鼻咽喉科学 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

村手　健太郎 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

秋山　浩一 麻酔・蘇生医学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

川野　健一 眼科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

清水　英幸 眼科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐藤　康太郎 顎顔面外科学 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

勝野　雅央 神経内科学 15,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

赤松　秀輔 泌尿器科学 11,830,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

森瀬　昌宏 呼吸器内科学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

木村　宏之 精神医学 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　太一 小児科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

柳澤　哲 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

柴田　玲 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

室　慶直 皮膚科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

江畑　智希 腫瘍外科学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岩味　健一郎 脳神経外科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

棚橋　邦明 脳神経外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

今釜　史郎 整形外科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

新美　薫 産婦人科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大須賀　智子 産婦人科学 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

宮田　聖子 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山田　洋介 老年内科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

腎臓内科（健康医療ライフデ
ザイン統合研究教育セン
ター）

腎不全システム治療学寄附
講座

精神疾患病態解明学（脳とこ
ころの研究センター）

量子医学（量子介入治療学）

精神医学（精神医療学寄附
講座）

循環器内科学（先進循環器
寄附講座）

循環器内科学（先進循環器
寄附講座）

消化器内科(救急診療等運
営本部）

多層的ゲノム解析を用いた絨毛性腫瘍の悪性
化因子同定による新規治療開発

早発卵巣不全予測マーカー測定法開発と妊孕
性温存療法への展開

睡眠時異常行動の簡便な検出法の開発

高齢者の有害イベントの予測因子としての膝伸
展筋力の有用性の検討

皮膚筋炎の抗OJ抗体が認識する新規エピトープ
とウイルス蛋白の相同性探索

ヒト多能性幹細胞から下垂体前葉の幹細胞作出
とその性質検討

胆道癌肝切除における術後経過の視覚的解析
手法と経過不良群予測システムの開発

フォトグラメトリーを用いた4D手術記録システム
の開発と教育・実臨床への応用

NF2遺伝子メカノセンサー機構がもたらす頭蓋底
部髄膜腫の進展様式の解明

整形外科領域の新規治療に向けたdrug
repositioning戦略

次世代遺伝子発現解析法に立脚したシーケンス
レスながん分子サブタイプ規定法の開発

肺神経内分泌腫瘍に対する腫瘍血管新生を標
的とした治療の低侵襲効果予測法の確立

精神科リエゾン医療における口腔慢性疼痛患者
のSNRI治療抵抗性要因の解明に関する研究

網羅的プロテオーム解析に基づいた肺高血圧症
病変における新規治療ターゲットの検証

頸動脈波の微小栓子シグナル信号解析を用い
た、有効で安全な次世代不整脈治療法の確立

脂肪組織由来幹細胞濾液を用いた心血管病の
治療開発

クローン病の腸管線維化と粘膜低酸素領域との
関連性の免疫学的解明

先天性心疾患における血流解析と蛋白解析によ
る周術期管理の開発

遺伝子治療に向けた網膜色素変性の網膜微細
形態評価と機能評価

細胞老化と脂肪変性・線維化に着目した後天性
眼瞼下垂の原因別病態解明

プラズマ活性化乳酸リンゲル液による口腔がん
細胞特異的殺傷作用のオミクス解析

運動ニューロン疾患におけるニューロン・オリゴ
デンドロサイト病態の時間連続性の解明

慢性腎臓病患者における生体内細菌叢をター
ゲットにした新規抗老化療法の開発

クローン病術後抗TNFα抗体維持療法の有効性
と安全性に関する検討

感染を予防・制御する抗菌性ポリマー人工血管
の創出

もやもや病脳動脈COL15A1発現低下のエピゲノ
ム制御機構と病態生理の解明

小児大腿骨頭壊死症の線維化を中心とした病態
解明と新規骨再生促進薬の開発

腫瘍特異抗体を用いた蛍光イメージングのリン
パ節転移への治療応用

精神疾患モデルマウスに特徴的な日周性活動
量・体温変化

RNA結合蛋白質FUSの機能異常に伴う筋萎縮側
索硬化症のシナプス病態解明研究

人工知能を用いたバーチャル高分解能CTによる
肺癌の過去・未来画像シミュレーション

非可逆的電気穿孔法の出力設定最適化と心室
性不整脈治療への応用に関する検討

脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いたリンパ浮
腫に対するリンパ管新生療法の開発研究

補体関連蛋白の遺伝子変異と自己抗体の存在
に着目したC3腎症の病因・病態解明

機械学習を用いた統合失調症の運転適性判断
指標の抽出

治療抵抗性致死的不整脈に対する定位放射線
治療の研究

線維芽細胞の表現型を左右するmeflinは特発性
肺線維症の治療標的になりえるか？

細胞老化が引き起こす疾患の病態解明と細胞
外小胞に含まれるmiRNAの予防効果

腹水中ペプチド・デグラドミクスに注目した進行
卵巣癌に対する腹腔内環境戦略の創生

胎児に対する免疫学的寛容を誘導するマクロ
ファージの同定

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

IDH変異神経膠腫における多様なサブクローン
からの治療抵抗性の識別と進化系統

（様式第3）



辻河　高陽 脳神経内科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

名和　佳弘 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

村瀬　千晶 皮膚科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

砂川　真輝 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

徳武　克浩 手の外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

吉田　康将 産科婦人科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐伯　総太 手の外科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

神田　光郎 消化器外科学 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学 4,160,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小寺　泰弘 消化器外科 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 4,290,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

松田　直之 救急・集中治療医学 8,580,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

藤原　道隆 附属メディカルxＲセンター 7,280,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

内田　広夫 小児外科学 5,980,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加留部　謙之輔 臓器病態診断学 2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

清井　仁 血液・腫瘍内科学 5,200,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

梶山　広明 産婦人科学 6,110,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

西口　康二 眼科学 5,590,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

古川　佐和子 精神医学 1,000,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

稲見　恵理 産婦人科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大内　乗有 14,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　裕 470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石井　誠 呼吸器内科学 5,590,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

西田　佳弘 整形外科( ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 3,510,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

井口　洋平 脳神経内科 7,410,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

池田　匡志 精神医学 7,020,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

飯間　麻美 新規低侵襲～寄附講座 6,630,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

室原　豊明 循環器内科学 8,840,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

阪本　考司 呼吸器内科 8,190,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

秋山　真志 皮膚科学 6,890,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

武市　拓也 皮膚科学 6,500,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

神田　光郎 消化器外科学 3,770,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

芳川　豊史 呼吸器外科学 8,840,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

横井　暁 産科婦人科 6,240,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

曽根　三千彦 耳鼻咽喉科学 3,770,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

島崎　紀子 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

坪井　崇 脳神経内科（卒キャリ） 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大橋　浩二 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山村　健史 消化器内科 3,120,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

原　一洋 脳神経内科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　将史 脳神経内科（検査部） 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

橋詰　淳 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

木村　大樹 精神医学 2,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中道　玲瑛 放射線科 2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

腫瘍外科学(外科周術期～
寄附講座)

精神医学（障害児（者）寄附
講座）

臨床研究教育学（神経内科
学）

循環器内科学（分子循環器
寄附講座）

小児がん治療センター（小児
科）

医学部附属病院医療技術部
放射線部門

循環器内科学（分子循環器
寄附講座）

Liquid biopsyを用いた炎症性腸疾患の早期診断
法開発

画像から検討した多系統萎縮症の臨床的多様
性

脈波変動解析と機械学習によるパーキンソン病
の自律神経機能の定量解析

臨床研究のDXに即応した球脊髄性筋萎縮症レ
ジストリの構築と病態マーカーの同定

ポリジェニックリスクスコアを活用した自閉スペク
トラム症臨床表現型予測法の開発

Peri-Sinus Lymphatic SpaceのMRI解析を用いた
頚椎症と頭蓋内疾患との病態関連解明

肺の脱気変形と手術変形に追従する術中マー
カーレスマーキングと新規手術ガイドの創出

細胞外小胞トランスレーショナル解析による新規
卵巣がん治療戦略開発

前庭機能低下に対する新規改善療法の開発

神経芽腫に対して長期の調整可能な抗腫瘍効
果を発揮する遺伝子改変T細胞の開発

デジタルマーカーとfMRIによる振戦疾患の病態
解明と集束超音波の治療効果判定

抗炎症性アディポカインを標的とした老化関連疾
患制御機構の解明と治療法の確立

非造影MRIによる乳がん検出・診断のための
バーチャル顕微鏡の創出

心臓リンパ管系の機能解析とリンパ管再生によ
る心不全治療に関する展開研究

新規肺線維化防御性細胞集団の起源と細胞運
命および抗線維化機序の解明

表皮脂質異常・バリア障害・炎症、三位一体の魚
鱗癬発症機序解明と現実的治療法の開拓

自己炎症性角化症の未知の炎症メカニズムの
解析と治療法の確立

食道癌転移の分子病態解明にもとづいたデュア
ル修飾型アンチセンス核酸医薬創出研究

運動制御性マイオカインネットワーク機構の解明
と健康寿命延伸への応用

内リンパ水腫診断用MRI画像の客観的撮像条件
評価システムの構築

転写因子による効率的な肺上皮細胞直接誘導
法の開発

遺伝性腫瘍である叢状神経線維腫の病態解明
と微小環境に着目した新規治療法開発

孤発性ALS病態を反映した動物モデル作成と
TDP-43凝集抑制療法の開発

ポリジェニックスコアを用いた精神疾患診断・症
候分類法の開発

新規病態：HTLV-1陽性HRS細胞を伴う成人T細
胞白血病/リンパ腫の統合的解析

分子標的薬による急性骨髄性白血病クローンの
選択・耐性に関わる分子異常の解明と克服

腹腔内エコシステムに基軸をおいた難治性卵巣
癌に対する新規癌間質標的治療戦略の創生

革新的なゲノム編集遺伝子治療実現のための
包括的基盤形成

自閉スペクトラム症・知的能力障害を主とする神
経発達症のゲノム解析による病態解明

卵巣明細胞がんにおける新規治療ターゲット分
子の探索

フレイルインデックス開発のためのコホート研究

細胞接着因子を標的とするデュアル修飾型アン
チセンス核酸を用いた革新的癌治療薬創出

免疫チェックポイント阻害薬による下垂体機能障
害の発症予測システムの確立

敗血症病態のトランスクリプトーム解析による創
薬基盤形成

マルチモーダルVR技術を利用した外科実技教
育DX

AI画像解析と鉗子の位置情報を利用した食道閉
鎖症手術ナビゲーションシステムの開発

臨床現場即時型検査を用いた重症皮膚軟部組
織感染症初期治療の新たな戦略

膵癌細胞由来細胞外小胞が誘導する癌微小環
境の腸管神経リプログラミング機構の解明

新たな麻痺治療技術開発における再支配筋の
筋肥大実証と変性疾患への適応拡大に向けて

空間的トランスクリプト―ム解析による卵巣明細
胞がんの治療抵抗性微小環境の解明

異種移植による新しい麻痺治療法開発のための
末梢神経内の免疫機構の解明

自己修復性ハイドロゲルを用いた新しい消化器
組織被覆補強材の開発

Filamin-Aのメカノトランスダクションに着目したタ
ウオパチーの病態解明

神経線維腫症1型における遺伝型と精神医学的
表現型の解析－早期発見と介入を目指して



田岡　俊昭 量子医学 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐竹　弘子 放射線科（放射線部） 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

城所　博之 小児科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

夏目　淳 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鳥居　ゆか 小児科学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

檜　顕成 小児外科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

飯田　忠 光学医療診療部 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

前田　啓子 消化器内科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中村　正直 光学医療診療部 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

奥村　貴裕 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

若原　恵子 呼吸器内科学 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

進藤　有一郎 呼吸器内科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小杉　智規 腎臓内科学 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

金　恒秀 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　章仁 腎臓内科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　伸明 輸血部（検査部） 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

萩原　大輔 糖尿病･内分泌内科 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

尾上　俊介 消化器・腫瘍外科（肝胆膵） 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

池田　脩太 血管外科 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　毅人 呼吸器外科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小西　裕子 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

森　厚詞 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

杉浦　洋貴 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

種井　隆文 脳神経外科学 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小澤　悠人 整形外科 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石塚　真哉 整形外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

寺部　健哉 整形外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大澤　郁介 整形外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

浅井　秀司 整形外科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大野　祐輔 整形外科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中島　宏彰 整形外科学（リウマチ学） 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

稲見　恵理 産婦人科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小屋　美博 産婦人科学 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

玉内　学志 産科婦人科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

向山　宣昭 耳鼻いんこう科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

藤田　幸輔 眼科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

樋口　慎一 形成外科 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

市村　典久 顎顔面外科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

酒井　陽 歯科口腔外科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山賀　崇 人間拡張・手の外科学 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

杉山　摩利子 糖尿病･内分泌内科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

井上　愛子 老年内科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

安井　昭洋 小児外科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

松崎　哲郎 薬剤部 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小児科学（障害児（者）寄附
講座）

手の外科（救急診療等運営
本部）

麻酔・蘇生医学（周術期寄附
講座）

麻酔・蘇生医学（周術期寄附
講座）

腎不全システム治療学寄附
講座

循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

小児外科手術動画の機械学習とAI画像解析に
よるリアルタイム手術手技評価法の開発

バイオマスからの有用化学物質産生に資する出
芽酵母多種類遺伝子発現系の構築

プラズマ活性溶液による難治性潰瘍治療の検討

エピゲノム異常を指標とした新たな口腔がんリス
ク診断法の開発と臨床応用

デザイナー歯髄幹細胞を用いた新規抗老化細
胞医薬の開発

AIによるフレイルの早期予兆の検出と歩行機能
改善を目指すスマートインソールの開発

自発運動が肥満における高脂肪食への食嗜好
を抑制する機序の解明

デジタルデバイスを活用した身体活動と睡眠状
態のモニタリングによるフレイル予防研究

フレイルにおける血中タンパク質動態の解明とフ
レイルリスク予測への応用

腟内細菌由来エクソソームに着目した卵巣がん
発生初期進展機構の解明

卵巣癌関連好中球の同定と機能解析及び新規
治療標的としての検討

網羅的遺伝子スクリーニングに立脚した奇形腫
悪性転化に対する新規治療の開発と実証

新規細胞療法CAR-DCの頭頸部癌に対する抗
腫瘍効果機序解析

網膜色素変性治療のためのゲノム編集遺伝子
治療ベクタープラットフォームの開発

大腿骨頭壊死症と老化関連因子の関連と壊死と
MSC-CM投与の関連性

ヒアルロン酸合成酵素の遺伝子導入による新た
な変形性膝関節症の治療に向けて

inflammagingの制御を介した新規変形性関節症
治療法の探索

大腿骨頭壊死に対するSclerostin inhibitorによる
骨再生の検討

脊椎関節炎の付着部骨新生における細胞内エ
ネルギー代謝の機能解明

フェロトーシスを標的とした血友病性関節症の新
規治療法の探索

瘤壁虚血がステントグラフト後大動脈瘤径拡大
に及ぼす影響の解明

肺癌由来エクソソームの糖鎖解析によるリキッド
バイオプシー開発と個別化治療への応用

がん免疫応答を保つ麻酔を目指して　－大腸が
んモデルマウスの検討－

術後せん妄病因仮説に則ったモデル動物の確
立と予防・治療薬の探索

医師の判断と協調する画像診断アルゴリズムの
開発

神経障害性疼痛に特異的な脳内神経回路の解
析による病態解明と治療効果予測

エネルギー恒常性維持を司る膜輸送複合体の
CD147/Basiginによる機能的制御と治療応用

補体H因子遺伝子改変マウスを用いた組織局所
産生・細胞内補体の機能解明と治療応用

ヒトiPS細胞由来間葉系幹細胞を用いた、新規腎
疾患治療法 の臨床応用を目指す研究

血友病保因者診断の検査法確立と体制構築に
向けて

視床下部バソプレシンニューロンのクラスター解
析および新規マーカーの探索

胆管癌におけるRNA-seq解析に基づく分子サブ
タイプの解明と臨床的有用性の検討

膵腫瘍内pH調整による間質変容誘導療法の開
発

新たな炎症性腸疾患動物モデルの解析による、
その病態解明と治療法の開発

潰瘍性大腸炎の粘膜炎症制御における神経伝
達物質としてのソマトスタチンの役割

ヒト心筋疾患におけるクローン性造血に着目した
新規診断・治療法の開発基盤研究

上気道炎症複合的プロファイルと下気道疾患・
好塩基球の役割とtreatable traitsの探索

重症呼吸器感染症における治療不応・2次感染
克服に向けた宿主免疫応答の解明

MRIでの大脳白質病変の分類と評価：Interstitial
fluidopathyとしての白質病変の理解

非造影MRIによる組織学的構築に基づいた背景
乳腺の新分類と高解像度撮像法の開発

機能的超音波イメージングを用いた発達期の脳
内ネットワークの解明

ウェスト症候群発症時脳波の深層学習による神
経学的予後、MRI脳成熟の予測法の開発

NUDT遺伝子に着目した先天性CMV感染症に対
するオーダーメイド治療の開発

新規神経芽腫マーカー（CTN/VLA）の有効性
（診断率・悪性度予測）検証と病態解明



馬場　泰輔 消化器外科一 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　里奈子 薬剤部 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

尾上　剛史 糖尿病・内分泌内科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

水野　隆文 整形外科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小倉　礼 2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

蛭薙　智紀 脳神経内科 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

村上　あゆ香 脳神経内科 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大家　祐実 放射線科 2,470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

伊藤　倫太郎 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

天野　日出 小児外科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

由良　義充 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

伊藤　貴康 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岡崎　雅樹 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山下　雄太 皮膚科 3,120,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

吉川　剛典 皮膚科 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　奈瑠子 輸血部 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

若松　学 小児科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

成田　幸太郎 小児科（病院戦略室） 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

川口　頌平 糖尿病･内分泌内科 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

宮田　崇 糖尿病･内分泌内科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

梅田　晋一 消化器・腫瘍外科（消化管） 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

谷口　智哉 麻酔科 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

横山　達郎 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

高倉　将司 麻酔科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

風間　信吾 救急科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

村山　敦彦 四肢外傷学寄附講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

曽根原　玲菜 産科婦人科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

村岡　彩子 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

吉原　雅人 産婦人科学 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

伊吉　祥平 産科婦人科 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小林　万純 耳鼻いんこう科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

平澤　輝一 眼科学 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

浦田　悠輔 歯科口腔外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

栗原　健 患者安全推進部 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐世　暁 歯科口腔外科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　伸弥 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

橋川　和信 形成外科学 5,200,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐橋　健太郎 神経内科学 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

川嶋　啓揮 消化器内科学 2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

丸山　彰一 腎臓内科学 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

梶山　広明 産婦人科学 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

赤松　秀輔 泌尿器科学 4,160,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

内田　広夫 小児外科学 2,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

古志　衣里 腎臓内科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

脳神経内科（脳とこころの研
究センター）

総合周産期母子医療セン
ター(生殖)

麻酔・蘇生医学（周術期寄附
講座）

腎臓内科学（臨床研究教育
学）

呼吸器内科（救急診療等運
営本部）

循環器内科（救急診療等運
営本部）

革新的生体可視化技術開発
産学協同研究講座

医学部附属病院医療技術部
リハビリ部門

多層オミクス解析による卵巣がん腹腔内エクソ
ソーム空間的多様性の探求

単一細胞空間遺伝子発現解析を用いた固形癌
に対するゲノム病理学的分化度分類の構築

AICT画像解析による腸管壊死/腸管穿孔補助診
断アルゴリズム開発への挑戦

マルチオミクス解析を用いたIgA腎症の治療法及
び応答性に関わる免疫制御機構の解明

変形性顎関節症の病態および新たな疼痛発症メ
カニズムの解明

入院期のフレイル進行予防を目的とした身体機
能管理システムの構築と有効性の検証

触覚フィードバック付き単一細胞手術用ロボット
の開発

神経変性疾患に対する先駆的核酸創薬研究

膵IPMNにおけるCFTR遺伝子変異と悪性化の関
係解明および治療応用

特発性巣状分節性糸球体硬化症の腎糸球体蛋
白透過性亢進因子の分子同定

既存薬リポジショニングによる難治性卵巣癌腹
膜播種を克服する中皮細胞標的治療の開発

高精度脂質代謝イメージングを用いた進行卵巣
癌の病態解析と予後予測モデルの構築

内リンパ水腫関連疾患に対するMRIを用いた内
耳機能評価および治療効果予測手法の開発

脂質ナノ粒子を用いた網膜遺伝性疾患の治療

O-グルコース糖鎖キシロシル化による口腔癌に
おけるNotch3シグナルの制御機構の解明

患者協働による安全対策実装の要因特定と戦
略策定の研究

術後嘔気嘔吐を高い精度で予測する

小児における新たな非侵襲的な心拍出量モニタ
リングの確立に挑戦する

体外式膜型人工肺における個別化精密抗凝固
管理システムの構築

生体適合性と弾性に優れた新たな人工靱帯の
開発

細胞老化に着目した子宮内膜症の病態解明と
新規治療の確立

子宮内細菌叢に着目した子宮内膜症の病態機
能解析と新規治療法の創出

遺伝性骨髄不全症候群におけるクローン性造血
のサーベイランス

小児再生不良性貧血における自己抗体の探索

小胞体内凝集体の形成および分解に関わる分
子の探索

バソプレシンニューロンのオートファジー誘導に
おける小胞体膜の役割の解明

FTCDの大腸癌腹膜播種予測バイオマーカーお
よび治療ターゲットとしての有用性の検討

ヒトにおけるwind-up現象の定量化と機序の解明

クローン性造血が心血管病を修飾する機構の解
明

間質性肺炎合併早期肺癌への経気管支凍結療
法を用いた新規内視鏡治療の基礎的検討

自由食＋長時間血液透析が末期腎不全におけ
る免疫学的変調を是正するメカニズムの解明

プロテオミクスによる免疫チェックポイント阻害薬
関連抗体同定とバイオマーカー確立

CARD14関連毛孔性紅色粃糠疹と乾癬の病態メ
カニズム解明への挑戦

包括的凝固線溶能評価による大動脈疾患合併
慢性播種性血管内凝固症候群の病態解明

アルツハイマー型認知症プレクリニカル期におけ
る神経回路の加齢性変化の解明

ポリグルタミン病の超早期病態における非細胞
自律性メカニズムの解明

多層性オミクス解析による孤発性封入体筋炎の
多様性の解明

子宮頸癌に対する頻回MRI撮像による治療・腫
瘍・患者因子の解明

人工知能を用いた放射線画像の撮像の個別化
に関する検討

新規尿中バイオマーカーを用いた神経芽腫のス
クリーニングと悪性度予測法の開発

鶏卵漿尿膜（CAM）アバターで実現する希少が
ん個別化医療

ゲノム解析を基盤とした統合失調症モデルマウ
スを用いた体性感覚異常のメカニズム解明

SGLT2阻害薬使用下におけるHbA1c修飾の実態
解明と最適な血糖評価法の確立

筋質劣化に関与する因子とその分子機構の解
明



佐治木　愛 眼科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

夫馬　和也 産科婦人科 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

寺崎　史浩 腫瘍外科 600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

近藤　怜苑 精神医学 700,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中島　宏彰 整形外科学（リウマチ学） 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石田　京子 高度実践看護開発学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

早川　文彦 血液内科 3,120,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中杤　昌弘 先端医療開発部 4,550,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

近藤　徹 循環器内科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐藤　寿一 総合診療科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

川勝　章司 消化器・腫瘍外科（肝胆膵） 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

今井　則博 消化器内科学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

平岩　宏章 循環器内科 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田村　高廣 麻酔・蘇生医学 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　卓 救急・内科系集中治療部 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

坂井　智達 老年内科 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

服部　憲史 消化器・腫瘍外科（消化管） 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

下方　智也 化学療法部（がんプロ） 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

有岡　祐子 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鳥居　洋太 精神科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中根　俊樹 放射線科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

成田　敦 小児科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

郷　清貴 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　勝洋 循環器内科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

森本　竜太 循環器内科 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

前田　佳哉輔 腎臓内科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　規利 腎臓内科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石川　裕一 血液・腫瘍内科学 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

寺倉　精太郎 血液内科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　敦夫 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岩間　信太郎 糖尿病･内分泌内科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

國料　俊男 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

杉本　昌之 血管外科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

寺澤　幸枝 心臓外科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

徳田　順之 心臓外科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

仲西　慶太 呼吸器外科 1,141,005 補 独立行政法人日本学術振興会

委

春日井　大介 救急科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

西村　由介 脳神経先端医療開発学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山本　美知郎 手の外科学 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

松下　雅樹 整形外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　真史 泌尿器科 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小谷　友美 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

兼子　裕規 眼科学 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

神戸　未来 形成外科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

産婦人科学（総合周産期（生
殖））

消化器外科一（ゲノム医療セ
ンター）

医学部附属病院医療技術部
臨床検査部門

小児科（小児循環器セン
ター）

精神疾患病態解明学（先端
医療開発部）

超音波関節鏡を併用した次世代型関節鏡ARシ
ステムの開発

FGFR3インヒビターのマウスモデルへの長期投
与と作用機序の検討

AIによる前立腺癌病理情報に基づく遺伝子変異
診断法の開発

早産児の神経学的予後向上に向けた病態解明
～腸脳相関に着目して～

寄生虫感染とシリコーンオイル使用眼で観察さ
れる網膜障害の原因はフェロトーシスか？

被膜拘縮を抑制するペプチドコーティング乳房イ
ンプラントの開発

大動脈ステントグラフト術後タイプ２エンドリーク
に対する新規診断・治療戦略の開発

大動脈瘤におけるマクロファージAIM炎症機構の
解明と治療法の開発

経カテーテル僧帽弁置換のための安定した経心
房中隔アクセス法の確立

線維芽細胞の多様性理解に基づく肺線維症合
併肺癌の病態の解明と治療戦略の探索

ビッグデータと凝固プロファイリングによる敗血症
性凝固障害主要メカニズムの解明

塩基性ヘリックスループヘリックス転写機構制御
と細胞治療を融合する神経再生治療開発

aHUS早期診断及び抗補体薬の適応判断に必要
な補体機能検査開発

急性骨髄性白血病で高発現する好中球エラス
ターゼの機能解明と新規治療開発

CUL5の発現抑制を介したT細胞の活性制御のメ
カニズム解明とその臨床応用

線溶・抗線溶のバランスを捉える包括的線溶系
スクリーニング検査法の開発研究

CTLA-4およびPD-1阻害による下垂体障害マウ
スモデルを用いた自己抗原の解明

胆道癌における融合型ノンコーディングRNAの機
能解明と臨床応用

深層学習を用いた脳深部の高精細MR画像　～7
テスラ超高磁場MR画像に迫る～

シングルセル遺伝子発現解析を用いた小児骨髄
不全症の病態解明

メタゲノム解析とオミクス解析を用いたFontan術
後蛋白漏出性胃腸症の病態解明

肺細動脈内皮細胞で特徴的変化を示す分子に
着目した肺高血圧症への新規治療戦略の開発

免疫チェックポイント阻害薬による自己抗体関連
有害事象の検証を目的とした研究

難治性ネフローゼ症候群のエネルギー代謝動態
から迫る新たな治療標的の探索

急性肝不全の病態解明と遺伝子治療を含めた
新規創薬イノベーション

施設居住高齢者のフレイルに関する研究

DNA付加体の同定による膵癌発癌メカニズムの
解明

高齢がん患者における免疫チェックポイント阻害
薬のバイオマーカー探索

中脳から捉える22q11.2欠失症候群患者の脳内
分子・細胞病態

稀なゲノム変異に着目した統合失調症脳組織表
現型の神経病理解析

ジストロフィン異常に伴う成人期の拡張型心筋症
の病態・治療法の解明

地方自治体がポピュレーションストラテジーとし
て行う減塩対策事業の費用対効果の評価

腹腔洗浄液の高深度プロテオーム解析による膵
癌腹膜播種再発予測法の開発

アルコール性肝障害におけるUBXD8機能の解明

心脾連関に注目した新しい心不全治療法の開発

心臓外科手術における揮発性麻酔薬による予後
改善効果の研究

胆道がんにおけるがん免疫微小環境の解明と
新規治療開発

精神疾患における視聴覚統合様式のメカニズム
の探索

フレイルにおける血中タンパク質動態の解明とフ
レイルリスク予測への応用

原発不明がん患者および家族への支援プログラ
ムの開発

日本人に特徴的な白血病原性融合遺伝子の白
血病発症機構の解明

プロテオームを中心としたトランスオミクス解析に
よる生活習慣病発症機構の解明

炎症性眼疾患の新規バイオマーカー開発を目指
したウイルスと眼疾患との関連の検討

出生前ステロイドの胎児脳プログラミング作用を
軽減するための、新規治療薬の開発



鍬塚　八千代 先端医療開発部 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

平松　真理子 患者安全推進部 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小笠原　一能 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

高見　秀樹 消化器外科二 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

立花　昌子 精神科 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

加藤　秀一 親と子どもの心療科 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

奥村　啓樹 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

神谷　晋一朗 放射線科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

伊藤　隆徳 消化器内科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

武藤　久哲 消化器内科学 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　哲人 循環器内科 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

杉田　静紀 消化器・腫瘍外科（肝胆膵） 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

門松　由佳 呼吸器外科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐藤　威仁 麻酔科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　望人 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

坂口　健史 整形外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

牛田　貴文 産科婦人科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

芳川　修久 産科婦人科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴村　文那 眼科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小栁　俊人 眼科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

坂口　晃平 歯科口腔外科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

横井　暁 産科婦人科 7,800,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

池末　裕明 薬剤部 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山田　晋一郎 脳神経内科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　俊彦 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

牧田　智 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

村松　友佳子 小児科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石川　卓哉 消化器内科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

水野　和幸 化学療法部 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐藤　由香 腎臓内科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

島田　和之 血液内科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

牛島　洋子 血液内科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

松下　正 輸血部 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

吉住　朋 心臓外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

尾関　貴啓 心臓外科 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大岡　史治 脳神経外科学 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大内田　隼 整形外科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

竹内　和人 脳神経外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

永島　吉孝 脳神経外科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐藤　良 整形外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

池田　芳紀 産婦人科学 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中村　智子 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

蛯沢　克己 形成外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小倉　淳司 消化器・腫瘍外科（肝胆膵） 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

産科婦人科（総合周産期（生
殖））

小児がん治療センター（小児
外科）

小児科（総合周産期（新生
児））

整形外科（救急診療等運営
本部）

精神疾患病態解明学（薬剤
部）

卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支
援ｾﾝﾀｰ

新規細胞接着選択性ペプチド付加人工神経を用
いた神経再生に関する基礎的研究

大腸癌における病理学的転移陰性腫大リンパ節
の免疫微小環境と新規治療戦略の構築

グリア性瘢痕を乗り越える胎生期神経の糖鎖環
境の解明

下垂体腫瘍に対する新規遺伝子学的診断法の
探求ー術前計画と術中判断への応用ー

脊髄損傷後の歯髄幹細胞治療に脊髄硬膜外刺
激療法を組み合わせた新しい治療法開発

炎症下における滑膜細胞の代謝リプログラミン
グ

臨床情報と人工知能を基盤とした卵巣腫瘍診断
システムの構築

細胞老化からアプローチする子宮内膜症の病態
解明と新規治療の確立

悪性リンパ腫のクローン解析による病変形成お
よび治療抵抗性獲得機序の解明

難治性急性前骨髄球性白血病の分子病態解明
と新規治療標的分子の探索

ECFCにおけるV2 vasopressin receptorの局在・
機能解析によるVWF分泌刺激機構の解明

コンプライアンスミスマッチを解消できる人工タン
パク質GPG小口径人工血管の開発

血液凝固ポリマー・ペプチド複合体を用いた局所
止血材料の開発

オルガノイドモデルを用いた脳腫瘍の悪性転化
を誘導する分子メカニズムの解明

脳性麻痺に対する脱落乳歯歯髄幹細胞(SHED)
を用いた遠隔期細胞療法の開発

チロシン系代謝物マーカーによる神経芽腫MYC
遺伝子増幅判別モデルの改良と検証

胎児炎症性反応症候群に伴う臓器障害の病態
解明と幹細胞を用いた新規治療法開発

膵がんにおける組織採取法の最適化と線維芽
細胞の多様性に基づく個別化医療の開発

網羅的遺伝子解析によるirAE肝障害発症メカニ
ズムの探索および治療アルゴリズムの開発

腎所属リンパ節を標的とするAKI-to-CKD
transitionの新規治療戦略の構築

老化細胞の選択的除去による糖尿病網膜症の
予防と早期治療のための薬剤開発

遺伝性網膜変性疾患のゲノム医療実現に向け
た大規模な病因遺伝子変異探索

環境負荷に応答した幹細胞が分泌する細胞外
小胞による機能的血管網構築と歯周組織再生

生体内微量体液に対する革新的がん細胞外小
胞Heterogenitey解析

免疫チェックポイント阻害薬の副作用早期発見
のための指標と安全な診療体制の確立

球脊髄性筋萎縮症における超早期バイオマー
カーの開発

オリガミ理論に基づいた正確な肺部分切除法の
創出

脳硬膜マクロファージを中心とした新たなせん妄
発生機序の解明

変形性関節症の新しい治療 －OAモデルの
CD44断片化とADAM10に注目して－

Drug repositionを用いたFSHDの新規治療の開
発

妊娠高血圧症候群による児の神経学的後障害
の病態解明と先制医療への戦略

革新的CAR-T細胞療法の開発を目指した腹膜
播種免疫抑制機構の解明と克服

統合失調症心臓病態を反映した心循環系副作
用リスク評価系の構築

原発性肺癌の予後予測：超高精細3D-CTによる
腫瘍体積とFDG-PET/CT

肝内マクロファージ極性と類洞内皮障害に着目
したirAE肝障害の発症機序の解明

NASHに対する新規治療の開発

冠動脈疾患進展の新規曝露危険因子と好中球
を介した機序及び新規予防戦略の探索

全ゲノム解析による食道癌の周術期補助療法と
早期再発に関する研究

病院情報システムを活用した臨床試験データ品
質管理手法の確立

高度専門性をもつ医療安全管理者人材養成プロ
グラムの開発と効果測定

精神科診療ガイドラインの利用実態と今後の普
及促進に必要な条件に関する研究

EPAを用いたエキスパート外科医育成のための
評価基準の開発

せん妄下にみられる各精神症状の要因や予後
に関する研究

精神障害の病態としてのヒストンメチル化異常ー
患者におけるゲノム変異を起点としてー



中川　暢彦 消化器・腫瘍外科（消化管） 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

深見　祐樹 神経内科学 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岸本　祥之 脳神経内科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

伊藤　大輔 脳神経内科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

兵藤　良太 新規低侵襲～寄附講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

伊藤　祐史 小児科 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

鈴木　高子 小児科 2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

横山　晋也 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石川　恵里 消化器内科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

桃原　真理子 皮膚科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

滝　奉樹 皮膚科 2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

葉名尻　良 血液内科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

政野　裕紀 移植外科（二外） 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

中西　香企 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

秋田　翔 心臓外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

石崎　友崇 脳神経外科 520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

横山　欣也 脳神経外科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

三宅　菜月 産科婦人科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小南　太郎 眼科 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　里奈子 薬剤部 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

風間　信吾 救急科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

大橋　直樹 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

高田　善久 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

本多　純太 救急科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田野　翔 産科婦人科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

栗原　健 患者安全推進部 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

山口　淳平 消化器・腫瘍外科（肝胆膵） 5,070,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

米田　英正 4,550,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

佐橋　健太郎 神経内科学 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

古橋　和拡 腎臓内科 2,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

成田　裕司 心臓外科学 5,720,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

竹藤　幹人 循環器内科学 4,030,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

田中　一大 呼吸器内科 4,940,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

藤井　祐 麻酔科 5,590,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

小谷　友美 5,900,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

井口　洋平 脳神経内科 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

藤井　祐 麻酔科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

岩田　哲 血液内科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

太田　和樹 小児外科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

森本　美仁 小児科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

井岡　大河 眼科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

委

秋山　真志 皮膚科学 36,000,000 補 国立保健医療科学院

委

長尾　能雅 患者安全推進部 6,801,000 補 厚労省

委

秋山　智弥 1,729,000 補 厚生労働省

委

産婦人科学（総合周産期（生
殖））

手の外科学（四肢外傷学寄
附講座）

臨床研究教育学（消化器内
科）

小児科（小児循環器セン
ター）

消化器・腫瘍外科（消化管）

消化器内科（救急診療等運
営本部）

卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支
援ｾﾝﾀｰ

成人の眼軸伸長の予測および関連因子につい
てのエビデンス創出

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究

医療安全対策の普及と実装に向けた研究

看護・栄養分野の医療情報標準化とFHIR仕様策
定研究

ターゲットプロテオミクス応用による母体胎児境
界面環境戦略に向けた学際的研究

ALSに関連する運動ニューロン周囲オリゴデンド
ロサイトの機能と役割の解明

周術期の劇的な腸内環境改善を目指した腸換
気法とシンバイオティクスの融合への挑戦

急性骨髄性白血病における治療耐性クローン選
択過程と耐性機序の解明

ヒルシュスプルング病診断標準化に向けた病理
画像知識集約的ルール化AIシステム開発

プロテオーム解析から推定される肺高血圧肺血
管閉塞性病変における形質転換機序の検証

神経異常タンパク質の凝集抑制治療の開発

間葉系幹細胞カラムとiPS細胞・遺伝子編集技術
を融合した新規治療システム

生体タンパク模倣短鎖ペプチドの創成と低侵襲
的大動脈瘤治療法開発の試み

Atypical kinaseが修飾する心臓の拡張調節機序
とHFpEF病態の解明

ピリミジン塩基合成経路を標的としたLKB1不活
化肺癌に対する新規治療法の開発

革新的な呼吸補助手段「腸換気法」の臨床開発
への薬理機序の解明

細菌叢を用いた十二指腸乳頭部腫瘍の診断と
進行メカニズムの同定

体外式膜型人工肺離脱後の全身性炎症反応に
対する治療の個別最適化に向けた病態解明

多角的アプローチに基づく女性の心血管疾患リ
スク軽減に向けた疾病予防モデルの構築

医学生関連インシデントの実態把握と仮想体験
を用いた患者安全教育ツール開発の研究

膵癌細胞の早期転移とdormancyに関する機序
解明とその治療法の検討

感覚情報処理系の解析を含めた手指巧緻運動
障害の定量化と未病早期検出技術の開発

髄液中EVs由来microRNAの網羅的解析によるも
やもや病の病態解明

早発排卵機序の解明を目指したヒトiPS細胞由
来生殖中枢のin vitroモデル作成

網膜色素変性に対する進行評価法の確立

統合失調症患者のゲノム解析を基盤とした新規
治療戦略の創生

心原性ショックに対するTheragnostic
Anticoagulationに向けた生体応答ダイナミクス

ゲノム編集マウスを用いたミオシン遺伝子異常
による不整脈発症メカニズムの解明

Dorfman-Chanarin症候群の病態解析および新
規治療戦略の開拓

CRISPR-Cas9スクリーニング法による初回治療
抵抗性を克服するCAR-T細胞療法の最適化

新規臓器保存液と新規携帯型臓器酸素化機械
が部分肝移植に及ぼす影響

腹腔洗浄液中mRNA発現解析による胃癌腹膜播
種再発予測と化学療法効果判定法の開発

心不全に対する微弱電流治療用心臓ネット電極
の開発

脳深部構造てんかんコネクトームの可視化と定
位的深部焦点離断術の開発研究

進行胆道癌術前の経皮経肝門脈塞栓術による
肝血流・機能変化：4D-Flow MRIとCFD解析

先進的脳画像解析によるドラべ症候群の脳内
ネットワーク異常と微細構造異常の解明

シングルセルシーケンスを用いた小児急性肝不
全の病態解析

プレバイオティクスによる腸内細菌叢改変と難治
性門脈血栓症，門脈圧亢進症治療の開発

炎症性腸疾患関連大腸がんの腫瘍微小環境の
特殊性の解明

細胞外小胞と自己抗体産生

膵癌切除症例の所属リンパ節における
metastatic toleranceの術後遠隔転移形成への
影響

網羅的糖鎖解析による免疫介在性ニューロパ
チーの病態解明と個別化治療の開発

脊髄小脳変性症に対するHALを用いた在宅運動
療法の開発と有効性の機序解明

ALS患者におけるエンドカンナビノイドおよびSア
リルシステイン代謝異常の進行病態解明



勝野　雅央 神経内科学 39,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 131,300,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

平田　仁 手の外科学 54,470,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 1,300,000 補 学校法人北里研究所

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 1,300,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 260,000 補 国立大学法人京都大学

委

吉田　忠雄 耳鼻咽喉科学 650,000 補 北海道公立大学法人　札幌医科大学

委

丸山　彰一 腎臓内科学 1,300,000 補 国立大学法人大阪大学

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 1,300,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

岩本　邦弘 精神医学 7,020,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

橋詰　淳 13,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 3,510,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

神田　光郎 消化器外科学 9,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

増田　慎三 乳腺・内分泌外科学 455,000 補 学校法人埼玉医科大学

委

神田　光郎 消化器外科学 780,000 補 静岡県立静岡がんセンター

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 260,000 補 国立大学法人京都大学

委

勝野　雅央 神経内科学 2,600,000 補 学校法人愛知医科大学

委

勝野　雅央 神経内科学 1,950,000 補 国立大学法人　信州大学

委

加留部　謙之輔 臓器病態診断学 1,300,000 補 国立大学法人　熊本大学

委

西口　康二 眼科学 1,300,000 補 国立大学法人宮崎大学

委

秋山　真志 皮膚科学 650,000 補 公立大学法人名古屋市立大学

委

芳川　豊史 呼吸器外科学 650,000 補 国立大学法人鹿児島大学

委

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 9,100,000 補 国立大学法人北海道大学

委

池田　匡志 精神医学 3,900,000 補 国立研究開発法人理化学研究所

委

曾根　三千彦 耳鼻咽喉科学 520,000 補 独立行政法人国立病院機構東京医療センター

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 260,000 補 国立大学法人山形大学

委

梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学 1,950,000 補 国立大学法人東京大学

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 260,000 補 学校法人埼玉医科大学

委

池田　匡志 精神医学 650,000 補 学校法人藤田学園　

委

清井　仁 血液・腫瘍内科学 22,724,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

勝野　雅央 神経内科学 26,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

西口　康二 眼科学 26,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 45,305,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

川嶋　啓揮 消化器内科学 39,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

内田　広夫 小児外科学 7,182,500 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

粕谷　英樹 国際連携室（消化器外科学） 32,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 29,900,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

清井　仁 血液・腫瘍内科学 13,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 19,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

池田　匡志 精神医学 39,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

臨床研究教育学（神経内科
学）

小児上衣腫に対する手術摘出度と分子学的
マーカーを用いた治療層別化による集学的治療
の安全性と有効性確立に向けた研究開発

Polygenicモデルと薬物動態学に基づく精神疾患
治療予測法開発

中枢性尿崩症の小胞体ストレス軽減を標的とし
た創薬開発研究

膵癌における免疫チェックポイント阻害感受性増
強のための間質コンディショニング法の開発

手術画像解析データに基づく希少性疾患（胆道
閉鎖症・胆道拡張症・ 食道閉鎖症）ナビゲーショ
ン手術システムの開発

キメラ抗原受容体を樹状細胞に組み込んだ新規
細胞療法に関する研究開発

精神疾患リスクバリアントに基づくモデル系の活
用と多モダリティ産学連携による創薬シーズ及び
層別化バイオマーカー開発

造血器腫瘍における臓器浸潤と治療抵抗性を規
定する分子病態の同定と治療標的としての妥当
性を検証する研究

表情から認知症を判別するアプリの開発研究

びまん性内在性橋グリオーマ（DIPG）のレジスト
リ構築および緩和ケアの実態解明を目的とした
多施設共同前方視的観察研究

全ゲノムデータ基盤新規作用機序抗精神病薬探
索プラットフォームの開発

PDX治療モデルと継時的臨床検体の統合的マ
ルチオミックス解析に基づく急性骨髄性白血病
の分子層別化と難治性クローンの克服に向けた
治療戦略の構築に関する研究

パーキンソン病に対する長期間作用型核酸医薬
の開発

網膜色素変性に対する革新的なcDNA挿入型ゲ
ノム編集遺伝子治療の開発

乳児期早期発症のアトピー性皮膚炎を追跡しア
レルギーマーチへの影響を探索する前向きコ
ホート研究 (PACI-ON コホート)

移植医療への応用を想定した動物由来臓器の
品質・有効性・安全性評価法に関する研究開発

ストレスを介する疾病発症の分子メカニズムの
解明とバイオマーカー検出技術創成

先天的/後天的構造多型に着目した免疫/精神
疾患病態解明に関する研究開発

先天性および若年発症の視覚聴覚二重障害の
難病に対する診療エビデンスの創出

造影病変全切除可能な初発膠芽腫に対する標
準的手術法確立に関する研究

局所進行胃癌に対する術前化学療法の有効性
を検証する第III相試験

高齢者初発膠芽腫に対する分子分類に応じたテ
モゾロミド併用寡分割放射線治療の最適化に関
する研究開発

運動ニューロン疾患におけるシナプスを介した神
経変性機構の解明

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象とし
たコホート構築による病態解明、バイオマーカー
開発、治験促進

多分野融合研究によるHTLV-1感染症のウイル
ス感染病態全容解明

網膜色素変性の病因遺伝子変異とその臨床像
に関するエビデンス構築

固形腫瘍の代謝チェックポイントを打破する
CART細胞療法の開発

向精神薬が自動車運転技能に与える影響の判
定基準の開発

球脊髄性筋萎縮症に対する適正治療エビデンス
創出のためのリアルワールドデータベース整備

精神科トランスレーショナルリサーチの推進に向
けた精神医学研究システムの開発

特殊環状ペプチドによる癌種横断的な新規分子
標的治療薬の探索

早期転移発見による予後の向上を目指した乳が
ん術後の新たな標準的フォローアップ法開発に
関する研究

神経科学を活用する複合性局所疼痛症候群に
対する intelligent neuromodulation system の開
発

可及的摘出術が行われた初発膠芽腫に対する
カルムスチン脳内留置用剤を用いた標準治療確
立に関する研究

臓器・組織の特異性に着目した新規免疫複合療
法の開発

初発中枢神経原発胚細胞腫瘍に対する化学療
法併用放射線治療の低侵襲化に関する研究開
発

災害時における感覚器障害者の援助要請手段
と効果的な支援提供を実現する双方向連携シス
テムの開発と社会実装にむけた効果検証

慢性腎臓病の発症・進展に関するヘルスケア
サービスやデジタル技術介入の提言に資するエ
ビデンスの構築

孤発性ALS 患者メタボローム ・エクソソーム
miRNA・蛋白質メチル 化を起点とする双方向 TR

統合失調症と自閉スペクトラム症の多階層情報
の統合による病態解明



勝野　雅央 神経内科学 195,000 補 国立大学法人徳島大学

委

芳川　豊史 呼吸器外科学 1,950,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

丸山　彰一 腎臓内科学 3,250,000 補 国立大学法人大阪大学

委

丸山　彰一 腎臓内科学 390,000 補 国立大学法人神戸大学

委

吉田　忠雄 耳鼻咽喉科学 390,000 補 学校法人東海大学

委

木村　大樹 精神医学 7,800,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究ｾﾝﾀｰ

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 1,300,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

勝野　雅央 神経内科学 2,600,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究ｾﾝﾀｰ

委

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 17,030,000 補 国立大学法人東京大学

委

清井　仁 血液・腫瘍内科学 520,000 補 国立大学法人九州大学

委

中黒　匡人 1,660,000 補 国立大学法人東京大学

委

飯間　麻美 新規低侵襲～寄附講座 13,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 23,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

西口　康二 眼科学 26,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学 26,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

丸山　彰一 腎臓内科学 32,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

吉田　忠雄 耳鼻咽喉科学 21,069,339 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

勝野　雅央 神経内科学 104,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

中杤　昌弘 先端医療開発部 650,000 補 学校法人愛知医科大学

委

早川　文彦 血液内科 325,000 補 埼玉県立小児医療センター

委

中杤　昌弘 先端医療開発部 2,990,000 補 国立大学法人岡山大学

委

早川　文彦 血液内科 5,460,000 補 千葉大学医学部附属病院

委

勝野　雅央 神経内科学 936,000 補 国立大学法人大阪大学

委

松下　雅樹 整形外科 33,951,892 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

鳥居　洋太 精神科 4,550,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究ｾﾝﾀｰ

委

川嶋　啓揮 消化器内科学 78,000,000 補 国立大学法人東京大学

委

城所　博之 小児科 13,000,000 補 公益財団法人東京都医学総合研究所

委

足立　史郎 循環器内科 650,000 補 学校法人国際医療福祉大学

委

奥村　貴裕 4,550,000 補 国立研究開発法人国立循環器病研究センター

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 1,300,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 650,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

本多　隆 消化器内科学 13,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

西田　佳弘 390,000 補 国立大学法人大分大学

委

久島　周 50,700,000 補 国立研究開発法人国立国際医療研究センター

委

小川　靖 先端医療開発部 650,000 補 学校法人　慶應義塾

委

白鳥　義宗 メディカルITセンター 7,514,000 補 国立大学法人九州大学

委

勝野　雅央 神経内科学 3,900,000 補 国立大学法人大阪大学

委

寺倉　精太郎 血液内科 7,800,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

古川　大記 メディカルITセンター 65,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

有岡　祐子 6,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

精神医学（ゲノム医療セン
ター）

整形外科( ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科)

循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

臓器病態診断学（病態構造
解析学）

精神疾患病態解明学（先端
医療開発部）

アトピー性皮膚炎をモデルとした次世代リバース
トランスレーショナル研究基盤構築に向けた研究

医療施設における標準コードの効率的なマッピ
ング手法に関する調査および実証研究

経口セマグルチドのパーキンソン病に対する有
効性検証および用量探索試験

網羅的免疫解析に基づくCAR-T細胞療法の効
果予測・判定および造血細胞移植適応決定のた
めのバイオマーカー開発

All Japan 大規模レジストリデータを背景とした間
質性肺炎の治療プログラム及びデバイスの開発

糖鎖と神経細胞活動の動的因果関係から明ら
かにする3q29欠失症候群の病態

日本全地域で心不全診療連携を最適化するAI
実装DtoDシステムの開発と実用化

切除可能肝細胞癌に対する陽子線治療と外科
的切除の非ランダム化同時対照試験

直腸癌局所再発に対する標準治療確立のため
の研究開発

HBV cccDNAの産生と維持に関わるウイルスお
よび宿主因子の探索

進行軟部肉腫に対する二次治療における標準
治療の開発のための研究

精神疾患の個別化医療を実現するためのゲノ
ム・空間オミクス多施設共同研究

経口セマグルチドのパーキンソン病に対する有
効性検証および用量探索試験

FGFR3シグナル抑制による軟骨無形成症治療薬
の実用化開発研究

日本ブレインバンクネット(JBBN)による精神・神
経疾患死後脳リソース基盤の強化に関する研究
開発

国産既存薬の新効能による膵がんの間質初期
化治療法の開発と第I/II 相医師主導治験の実施

サブプレート神経活動のダイナミズムによる脳神
経回路の発達機構

患者レジストリJapan PH Registryを利活用した
肺動脈性肺高血圧症に対する抗IL-6受容体抗
体適応拡大のための医師主導治験

一側性聴覚障害の評価手法の標準化と社会参
加を促進する手法に関する研究開発

ALS 多階層病態メカニズムの解明と治療法開発

孤発性筋萎縮性側索硬化症の双方向トランス
レーショナル研究による病態介入標的の同定と
核酸医薬の開発研究

小児から成人をシームレスに対象とした B前駆
細胞性急性リンパ性白血病に対する前方視的
臨床試験による標準治療の開発研究

遺伝性腫瘍に見られるVUSに対する、包括的in
vivoスクリーニングとin silico構造解析を融合した
高精度機能的アノテーション

小児から成人を対象にする臨床試験によるT細
胞性急性リンパ性白血病の小児型治療適用限
界年齢の検討と新規バイオマーカー探索に関す
る研究

解析・データセンターにおける情報システム基盤
の研究と構築

拡散 MRI を用いた新規がんトランススケールイ
メージング法の開発

精神疾患リスクバリアントに基づくモデル系の活
用と多モダリティ産学連携による創薬シーズ及び
層別化バイオマーカー開発

SaCas9/AAV改変と数理学的な臨床試験のデザ
インによる網膜ゲノム編集遺伝子治療の統合的
開発

臨床用ヒトiPS細胞から誘導した精製下垂体によ
る再生医療開発

難治性の希少腎疾患に対する治療最適化に向
けた研究開発

人工内耳装用における効果的な介入法に関する
研究開発

マイレジストリの縦断データを活用した新規治療
法開発と薬事承認の実現

膠芽腫に対する新規賦活化機構実装CAR-T細
胞療法の開発

発症前コホート研究と多層オミックス解析の融合
によるパーキンソン病の研究基盤高度化と疾患
Trajectory解明

脳を守り、育て、活かす、睡眠によるライフコース
アプローチ

造血器腫瘍臨床におけるクリニカルWGSの
feasibilityと有用性の検討

筋萎縮性側索硬化症に対する治療薬の臨床評
価ガイドライン作成に関する研究

肺尖部胸壁浸潤癌に対する化学放射線療法後
の術前後デュルバルマブもしくは
デュルバルマブ維持療法を併用した集学的治療
に関する単群検証的試験（JCOG1807C）

C3腎症の診断・治療アルゴリズム策定に資する
エビデンス構築				

小児ネフローゼ症候群における抗ネフリン抗体
研究



小南　太郎 眼科 4,290,000 補 国立大学法人大阪大学

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 1,300,000 補 静岡県立静岡がんセンター

委

小倉　靖弘 移植外科 9,750,000 補 国立大学法人　熊本大学

委

清水　忍 先端医療開発部 836,576 補 学校法人藤田学園　

委

奥村　啓樹 9,230,000 補 国立大学法人東京医科歯科大学

委

吉原　雅人 産婦人科学 1,690,000 補 国立大学法人福井大学

委

足立　史郎 循環器内科 1,300,000 補 学校法人国際医療福祉大学

委

奥村　貴裕 130,000 補 国立大学法人三重大学

委

沼口　敦 救急・内科系集中治療部 780,000 補 学校法人聖マリアンナ医科大学

委

有岡　祐子 11,700,000 補 国立大学法人東京大学

委

髙橋　義行 小児科学 95,095,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

村松　秀城 小児科学 85,150,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

丸山　彰一 腎臓内科学 76,667,500 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

田中　一大 呼吸器内科 26,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

玉内　学志 産科婦人科 6,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

長谷　哲成 53,040,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

水谷　泰之 消化器内科 6,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

馬場　泰輔 消化器外科一 10,010,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

城所　博之 小児科 260,000 補 学校法人日本大学

委

竹上　靖彦 整形外科 7,782,216 補 学校法人順天堂順天堂大学

委

寺倉　精太郎 血液内科 1,300,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 975,000 補 静岡県立静岡がんセンター

委

西田　佳弘 整形外科( ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 780,000 補 国立大学法人岡山大学

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 650,000 補 国立大学法人浜松医科大学

委

鳥居　ゆか 小児科学 650,000 補 国立研究開発法人国立国際医療研究センター

委

島田　和之 血液内科 650,000 補 国立大学法人岡山大学

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 1,950,000 補 学校法人　慶應義塾

委

阪本　考司 呼吸器内科 2,600,000 補 国立大学法人東京大学

委

伊藤　隆徳 消化器内科 1,300,000 補 国立研究開発法人国立国際医療研究センター

委

藤井　祐 麻酔科 1,300,000 補 国立大学法人大阪大学

委

城所　博之 小児科 1,950,000 補 学校法人自治医科大学

委

清水　忍 先端医療開発部 52,000 補 公立大学法人名古屋市立大学

委

奥村　貴裕 260,000 補 学校法人国際医療福祉大学

委

松下　雅樹 整形外科 1,100,000 補 国立大学法人岡山大学

委

安藤　雄一 化学療法部 153,387,000 補 静岡県立静岡がんセンター

委

安藤　雄一 化学療法部 52,663,000 補 静岡県立静岡がんセンター

委

水野　正明 先端医療開発部 2,600,000 補 愛知県がんセンター

委

松下　雅樹 整形外科 1,950,000 補 国立大学法人長崎大学

委

島田　和之 血液内科 585,000 補 国立大学法人鹿児島大学

委

循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

臨床研究教育学（呼吸器内
科学）

循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

精神疾患病態解明学（先端
医療開発部）

精神疾患病態解明学（薬剤
部）

パートナー医療機関を活用したDCT推進のため
の体制強化と注射薬治験への展開を目指した課
題整理

重症型骨系統疾患タナトフォリック骨異形成症に
おける致死メカニズムの解明と治療基盤の構築

未治療末梢性T細胞リンパ腫に対する初回導入
化学療法後の完全奏効例に対する自家末梢血
幹細胞移植併用大量化学療法のランダム化第III
相試験（JCOG2210）

オートファジー病SENDA/BPAN に対する新規遺
伝子治療開発と治験準備

参照系AI技術を応用した痙攣性発声障害診断シ
ステムとチタンブリッジ手術支援機器開発に関す
る研究

日本循環器研究コンソーシアムによる難治性心
血管疾患のエビデンス創出

コラーゲン結合能付加C型ナトリウム利尿ペプチ
ドによる軟骨再生療法の開発

10,000 症例マルチオミクス解析の経験にもとづ
く、全ゲノム解析の患者還元に関する研究

10,000 症例マルチオミクス解析の経験にもとづ
く、全ゲノム解析の患者還元に関する研究

原因不明の小児急性肝炎の実態把握、病原体
検索、病態解明と治療法の開発（2024）				

CAR-T細胞療法抵抗性・耐性におけるリンパ腫
組織内細胞間クロストークの時空間的解明と新
規治療開発

微小な胸膜播種を有する臨床病期IVA期非小細
胞肺癌に対する原発巣切除追加の治療的意義
を検証するランダム化比較第III相試験

生体ナノ粒子多次元解析による新規診断・治療
効果評価法の開発

肝臓と多臓器連関の包括的理解を基軸とした慢
性肝疾患患者の予後改善に資する研究

細胞死耐性化オルガノイドを搭載した人工肝臓
システムによる末期肝不全の治療法開発

母子感染のリスク評価と先天性感染の新たな診
断・予防法の開発研究

特発性大腿骨頭壊死症に対する自家濃縮骨髄
液移植法の臨床研究

T細胞性腫瘍に対するCART細胞療法の医師主
導治験

高齢者切除不能局所進行非小細胞肺癌に対す
る化学放射線療法のランダム化比較第Ⅲ相試
験	

高リスク後腹膜肉腫に対する標準治療法開発の
ための国際多施設共同臨床試験

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に対する胸腔
鏡下手術と開胸手術のランダム化比較第III相試
験

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブの
検証的医師主導治験の実施

悪性中皮腫に対する新規ドラッグデリバリーシス
テムを用いた個別化治療の開発

CRISPR-Cas9 sgRNA ライブラリによる生体内
ノックアウトスクリーニングを用いた卵巣奇形腫
悪性転化に対する創薬シーズの探索と開発

体細胞遺伝子変異の in-situ 診断のための高感
度蛍光プローブの開発

膵がん間質初期化治療法の奏功予測バイオ
マーカーの開発

がん悪液質に伴う代謝異常に基づく早期膵癌・
胆道癌診断AIの開発

肺高血圧症患者レジストリとマルチオミックス
データベースを活用した難病デジタルツインモデ
ルの構築

小児から成人に移行する慢性心筋炎の診断基
準策定のための実態調査

電波式胸郭運動センサの研究開発

ブレインアトラス創生による精神神経疾患のシン
グルセル・ゲノム創薬

再発・難治性悪性リンパ腫に対するpiggyBacトラ
ンスポゾン法によるCD19 キメラ抗原受容体遺伝
子改変自己T細胞の安全性及び有効性に関する
第1/2相医師主導治験

「若年性骨髄単球性白血病（JMML）に対する標
準的化学療法の確立を目指した第2相臨床試
験」の開発

網膜神経回路機能に着目した脳-感覚ネット
ワークの統合的理解に基づく発達障害の治療戦
略の構築

cT1-4aN0-3胃癌におけるロボット支援下胃切除
術の腹腔鏡下胃切除術に対する優越性を検証
するランダム化比較試験

切除不能な肝門部領域胆管癌に対する生体肝
移植

実践研修の実施と検証による研究マネジメント
人材育成及びネットワーク構築に関する研究

ゲノムバリアントがもたらす細胞運命変化を予測
する深層学習技術の開発

血管新生阻害剤への治療抵抗性を克服するが
ん治療法の検証



島田　和之 血液内科 1,300,000 補 国立大学法人三重大学

委

天野　日出 小児外科 1,300,000 補 国立大学法人東京科学大学

委

鳥居　洋太 精神科 5,213,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究ｾﾝﾀｰ

委

齋藤　竜太 脳神経外科学 79,560,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

勝野　雅央 神経内科学 78,057,747 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

村松　秀城 小児科学 10,660,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

天野　日出 小児外科 13,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

萩原　大輔 糖尿病･内分泌内科 7,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

横井　暁 産科婦人科 29,900,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

天野　日出 小児外科 6,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

古橋　和拡 腎臓内科 116,675,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

古川　大記 メディカルITセンター 19,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

前田　啓子 消化器内科 2,250,300 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

阪本　考司 呼吸器内科 3,443,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

佐藤　義朗 6,500,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

横井　暁 産科婦人科 10,010,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

堀　和美 呼吸器内科 13,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

秋田　利明 心臓外科 63,986,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

髙橋　義行 小児科学 111,000,000 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

神田　光郎 消化器外科学 103,632,100 補 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

委

平田　仁 手の外科学 43,751,000 補 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

委

武市　拓也 皮膚科学 8,450,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

下田　真吾 25,324,000 補 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

委

室原　豊明 循環器内科学 17,420,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 300,000 補 国立研究開発法人国立国際医療研究センター

委

須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学 9,100,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学 600,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

八木　哲也 臨床感染統御学 800,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

勝野　雅央 神経内科学 2,000,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

因田　恭也 循環器内科学 800,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

西口　康二 眼科学 500,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

川嶋　啓揮 消化器内科学 47,788,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

平田　仁 手の外科学 24,648,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

下田　真吾 33,150,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

下田　真吾 92,521,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

平田　仁 手の外科学 24,700,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

坂野　比呂志 血管外科学 100,000 補 NEXTシンポジウム

委

木村　大樹 精神医学 1,000,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

委

今釜　史郎 整形外科学 2,000,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

下田真吾研究室（手の外科
学）

下田真吾研究室（手の外科
学）

下田真吾研究室（手の外科
学）

小児科（総合周産期（新生
児））

主体的な行動変容を促すAwareness AIロボット
システム開発

平田PJと連携したAwareness AI実証実験

サイバネティック・アバター技術によるフレイル治
療に向けた内在的能力賦活化

腹部大動脈瘤に対するTREO腹部ステントグラフ
トシステムを用いたステントグラフト内挿術の実
態調査

NCNPブレインバンクの運営およびブレインバン
ク生前登録システムの推進

運動器の老化に関する機序解明と予防に資する
縦断研究

高齢者における院内死亡、転倒、耐性菌感染、
新興再興感染症（インフルエンザ、新型コロナウ
イルス感染症、結核等）に関する研究

レビー小体病の早期診断・治療効果判定に資す
る高精度バイオマーカー開発および感覚刺激に
よる身体機能の変化に対する脳神経機能の解
析

老年症候群に対する循環器病管理による影響を
明らかとするための、多施設共同の包括的縦断
観察研究

高齢者の感覚器機能/加齢性疾患の身体機能
に与える影響および新規予防・治療法の開発に
関する研究

分散・協調遠隔操作による生体内CAの投薬モニ
タリングと実証評価

Awareness AIによる神経系異常からの機能回復
実験

完全な炎症制御による先天性魚鱗癬の克服

Contact Reality の実現による遠隔触診システム
開発

細胞外微粒子への生体応答と発がん・動脈硬化
症との関連の解析(豊國：分担)

電子カルテ情報活用型多施設症例データベース
を利用した糖尿病に関する臨床情報収集に関す
る研究

ヒト脳神経発生を正確に再現し、測れなかったも
のを測る

高齢者総合機能評価（CGA）ガイドラインの作成
研究

卵巣癌発生予防を目指した卵管采異種クロス
トーク機構の解明

オキシトシン受容体の下流シグナルを標的とした
悪性中皮腫に対する新規治療の開発

拡張型心筋症に対するテイラーメイド方式心臓
形状矯正ネットの医師主導治験

再発又は難治性のCD19陽性B細胞性急性リン
パ芽球性白血病に対するpiggyBacトランスポゾ
ン法によるキメラ抗原受容体遺伝子改変自己T
細胞JPCAR019の第Ⅰ/Ⅱ相医師主導治験

胃癌腹膜播種に特化したアンチセンス核酸医薬
開発

Contact Reality の実現による遠隔触診システム
開発

神経芽腫拡大マススクリーニングのエビデンス
創出を目指した、悪性度層別化マーカー濾紙血
定量法の構築とバリデーション

間葉系幹細胞治療用中空糸膜カラムの実用化

誰一人取り残さない遠隔緩和ケア診療システム
の実装に向けたエビデンス構築とガイドライン整
備のための研究開発

Elucidation of the cell-autonomous host
defense at mucosal surfaces in rotavirus
infection

標的分子Xに対する急性肺障害治療ペプチドの
探索

同種歯髄幹細胞を用いた慢性期の脳性麻痺患
者に対する新規治療法開発に向けた治験実施
計画書の作成

膠芽腫に対する新規核酸治療薬の開発

球脊髄性筋萎縮症に対するメキシレチン塩酸塩
の有効性及び安全性を検討する医師主導治験

「一過性骨髄異常増殖症(TAM)に対する早期死
亡と白血病発症予防を目的とした標準化学療法
の確立を目指した第2相臨床試験」の開発

神経芽腫及び褐色細胞腫における3-
Methoxytyramine sulfate/3-Methoxytyramine定
量技術の確立と実用化

SIADHにおける低ナトリウム血症に対する機械
学習を用いた治療予測システムの開発

EVシートによる革新的がん診療バイオマーカー
開発研究

中枢神経系再発高リスクの未治療びまん性大細
胞型B細胞リンパ腫に対する中枢神経系再発予
防を組み入れた治療法のランダム化第III相試験

高リスク神経芽腫に対する免疫療法を併用した
標準治療法確立のための臨床研究

日本ブレインバンクネット(JBBN)による精神・神
経疾患死後脳リソース基盤の強化に関する研究
開発



伊藤　定之 2,000,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

山本　美知郎 手の外科学 2,000,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

池田　匡志 精神医学 1,430,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

委

伊吉　祥平 産科婦人科 2,600,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

秋山　浩一 麻酔・蘇生医学 1,000,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

中杤　昌弘 先端医療開発部 3,250,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

中杤　昌弘 先端医療開発部 500,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

中杤　昌弘 先端医療開発部 200,000 補 国立研究開発法人国立国際医療研究センター

委

松下　正 輸血部 548,507 補 一般社団法人日本輸血・細胞治療学会

委

横井　暁 産科婦人科 7,150,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

安藤　昌彦 先端医療開発部 800,000 補 国立研究開発法人国立がん研究センター

委

佐藤　寿一 総合診療科 2,564,500 補 中津川市

委

横井　暁 産科婦人科 13,858,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

古橋　和拡 腎臓内科 10,400,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

安藤　雄一 化学療法部 500,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

小宮　仁 500,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

松下　正 輸血部 700,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

春日井　大介 救急科 2,178,000 補 独立行政法人沖縄工業高等専門学校

委

由良　義充 9,100,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

清水　忍 先端医療開発部 300,000 補 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター

委

伊藤　隆徳 消化器内科 1,000,000 補 国立研究開発法人国立国際医療研究センター

委

浅井　秀司 整形外科 220,000 補 公益財団法人神戸医療産業都市推進機構

委

水谷　泰之 消化器内科 3,250,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

吉原　雅人 産婦人科学 3,900,000 補 国立研究開発法人科学技術振興機構

委

藤井　祐 麻酔科 1,000,000 補 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター

委

補

委 　計488件

(注) 1

2

3

整形外科学（障害児（者）寄
附講座）

循環器内科（救急診療等運
営本部）

地域連携・患者相談センター

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技
術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。

高齢者における全身麻酔管理の諸問題に挑む

クローン性造血を介した加齢性心血管病の病態
解明

神経難病におけるナショナルセンターによる臨床
開発促進のための基盤整備とレギュラトリーサイ
エンスの推進

難治性irAE肝障害の予後改善を目指した肝内病
理学的解析と治療効果予測バイオマーカーの検
討

メトトレキサートの効果が不十分な関節リウマチ
患者におけるフィルゴチニブ追加とフィルゴチニ
ブへの切替の有効性と安全性に関する多施設
共同ランダム化比較試験

線維芽細胞多様性の意義の解明による革新的
な治療法の開発

難治性癌腹膜播種を克服する中皮細胞標的治
療の開発

がん細胞外小胞の臨床応用へ向けた基盤技術
開発研究

生体がもつ巧妙な炎症制御機構の解明から治
療応用へ

老年症候群における血液学的老化の研究

フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サ
ルコペニアを含めた病態解明及び予防介入法の
確立を目指した臨床ならびに関連研究

老年症候群における血液学的老化の研究

ミッドカインを活用した新型コロナウイルス
COVID-19 重症化予測簡易判定系の研究・開発

日本多施設共同コーホート研究（J-MICC study）
におけるゲノム情報の提供と利活用に関する研
究

原発性アルドステロン症のバイオインフォマティ
クス解析

ONO-7913（抗CD47抗体：Magrolimab）の輸血前
検査に及ぼす影響の検証とその対処法の確立
に関する研究

代謝物臭センシングによる難発見悪性腫瘍の非
開腹早期検出の概念実証

多施設共同研究におけるがん患者に対する適
切なQOL評価法確立のための研究

中津川市阿木地区における減塩対策事業の効
果評価研究

運動器の老化に関する機序解明と予防に資する
縦断研究

運動器の老化に関する機序解明と予防に資する
縦断研究

統合失調症の認知機能障害の新規スクリーニン
グ質問票に関する調査研究

ケミカルバイオロジーと臨床オミクスから指向す
る卵巣癌パン・ペリトネアル治療戦略

高齢者における全身麻酔管理の諸問題に挑む

「健康を基軸とした経済発展モデルと全世代アプ
ローチでつくるwell-being地域社会共創拠点」に
関する名古屋大学による研究開発



 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類
2　論文発表等の実績
(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院に
おける所属

題名 雑誌名・出版年月等 論文種別

1
Mizukoshi C, Kojima Y,
Nomura S, et al

卒後臨床研修・キャ
リア形成支援セン
ター

DeepKINET: a deep generative model for estimating single-cell RNA
splicing and degradation rates.

Genome Biol. 2024 Sep 6;25(1):229.
(オンライン)

Original
Article

2
Yokoi H, Osawa Y,
Takegami Y, et al

整形外科
Direction of pelvic obliquity after total hip arthroplasty for dysplastic
hip osteoarthritis: a retrospective observational study.

Arch Orthop Trauma Surg. 2025 Mar
19;145(1):195. (オンライン)

Original
Article

3
Tanaka A, Furuhashi K,
Fujieda K, et al

腎臓内科
Safety and Tolerability of Adipose-Derived Mesenchymal Stem Cell
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J Obstet Gynaecol Res. 2025
Jan;51(1):e16210.

Original
Article

551
Tano S, Kotani T, Ushida
T, et al

産科婦人科
Visualizing risk modification of hypertensive disorders of pregnancy:
development and validation of prediction model for personalized
interpregnancy weight management.

Hypertens Res. 2025 Mar;48(3):884-
893.

Original
Article

552
Muraoka A, Yokoi A,
Yoshida K, et al

産科婦人科
Serum-derived small extracellular vesicles as biomarkers for
predicting pregnancy and delivery on assisted reproductive
technology in patients with endometriosis.

Front Endocrinol (Lausanne). 2025
Jan 17;15:1442684. (オンライン)

Original
Article

553
Imai K, Tano S, Fuma K,
et al

産科婦人科
Effect of Cytokine Concentrations on Long-term Neurological
Outcomes in Fetal Pleural Effusion Managed with Thoracoamniotic
Shunt.

JMA J. 2025 Jan 15;8(1):288-292.
Original
Article

554
Kaseki S, Sonehara R,
Motooka Y, et al

産科婦人科
Susceptibility of Brca1((L63X/+)) rat to ovarian reserve dissipation
by chemotherapeutic agents to breast cancer.

Cancer Sci. 2025 Apr;116(4):1139-
1152.

Original
Article

555
Tano S, Kotani T, Matsuo
S, et al

産科婦人科
Identifying the high-benefit population for weight management-
based cardiovascular disease prevention in Japan.

Prev Med Rep. 2024 Jun
4;43:102782. (オンライン)

Original
Article

556
Kotani T, Tano S, Ushida
T, et al

産科婦人科
Practical weight management to minimize pregnancy complications
and promote women's health: the possibility of interpregnancy care.

Nagoya J Med Sci. 2024
May;86(2):160-168.

Original
Article

557
Ushida T, Tano S,
Matsuo S, et al

産科婦人科
Patient awareness of long-term cardiovascular and metabolic
disease risks after hypertensive disorders of pregnancy in Japan.

J Obstet Gynaecol Res. 2025
Jan;51(1):e16183.

Original
Article

558
Ushida T, Nosaka R,
Nakatochi M, et al

産科婦人科
Effect of chorioamnionitis on postnatal growth in very preterm
infants: a population-based study in Japan.

Arch Gynecol Obstet. 2025
May;311(5):1321-1330.

Original
Article



559
Ushida T, Tano S,
Matsuo S, et al

産科婦人科
Dietary supplements and prevention of preeclampsia.

Hypertens Res. 2025
Apr;48(4):1444-1457.

Original
Article

560
Mogi K, Yoshihara M,
Emoto R, et al

化学療法部
Histology-specific long-term oncologic outcomes in patients with
epithelial ovarian cancer who underwent complete tumor resection:
The implication of occult seeds after initial surgery.

PLoS One. 2024 Nov
25;19(11):e0311421. (オンライン)

Original
Article

561
Kondo T, Miyachi J, JÃ¶
nsson A, et al

総合診療科
A mixed-methods study comparing human-led and ChatGPT-driven
qualitative analysis in medical education research.

Nagoya J Med Sci. 2024
Nov;86(4):620-644.

Original
Article

562
Furukawa N, Matsui H,
Sunaga H, et al

病理部
Sacubitril/valsartan improves diastolic left ventricular stiffness with
increased titin phosphorylation via cGMP-PKG activation in diabetic
mice.

Sci Rep. 2024 Oct 23;14(1):25081.
(オンライン)

Original
Article

563 Nakaguro M

病理部
Clearing the clouds of uncertainty: Foreword for the special issue
"Diagnostic pitfalls of salivary gland tumor pathology".

Semin Diagn Pathol. 2024
Jul;41(4):163-164.

Original
Article

564 Toyokuni S
病理部

Special issue: Extracellular fine particles in life, death and disease.
Arch Biochem Biophys. 2024
Jul;757:110027.

Original
Article

565 Tsuyuki Y, Karube K

病理部
Follicular lymphoma with Epstein-Barr virus-associated
transformation: A case report and review of the literature.

J Clin Exp Hematop. 2024 Jun
27;64(2):144-148.

Case Report

566 Nakaguro M

病理部
Diagnostic clues and pitfalls in salivary gland fine-needle aspiration
cytology.

Semin Diagn Pathol. 2024
Jul;41(4):207-211.

Original
Article

567
Seki M, Satou A, Funato
R, et al

病理部
Standardization of CD30 immunohistochemistry staining among
three automated immunostaining platforms.

Pathol Int. 2024 Sep;74(9):530-537.
Original
Article

568
Karube K, Sakihama S,
Takatori M, et al

病理部
Recent progress in pathological understanding of adult T-cell
leukemia/lymphoma in the new classification era.

Leuk Res. 2025 Jan;148:107634.
Original
Article

569 Toyokuni S, Kong Y

病理部
Decoding the molecular enigma behind asbestos and fibrous
nanomaterial-induced carcinogenesis.

J Occup Health. 2025 Jan
7;67(1):uiae064.

Original
Article

570
Motooka Y, Tanaka H,
Maeda Y, et al

病理部
Heterozygous mutation in BRCA2 induces accelerated age-
dependent decline in sperm quality with male subfertility in rats.

Sci Rep. 2025 Jan 2;15(1):447. (オン
ライン)

Original
Article

571
Ishihara T, Kato K,
Matsumoto K, et al

循環器内科
Meflin/ISLR is a marker of adipose stem and progenitor cells in mice
and humans that suppresses white adipose tissue remodeling and
fibrosis.

Genes Cells. 2024 Oct;29(10):902-
920.

Original
Article

572
Owaki T, Iida T, Miyai Y,
et al

泌尿器科
Synthetic retinoid-mediated preconditioning of cancer-associated
fibroblasts and macrophages improves cancer response to immune
checkpoint blockade.

Br J Cancer. 2024 Jul;131(2):372-
386.

Original
Article

573
Miyachi J, Iwakuma M,
Nishigori H

卒後臨床研修・キャ
リア形成支援セン
ター

An "integration" of professional identity formation among rural
physicians experiencing an interplay between their professional and
personal identities.

Adv Health Sci Educ Theory Pract.
2025 Feb;30(1):125-149.

Original
Article

574
Urushibara-Miyachi Y,
Matsushita K, Nishigori H

卒後臨床研修・キャ
リア形成支援セン
ター

Development of a competency-based national model core
curriculum in Japan: A case study.

Med Teach. 2024 Sep;46(sup1):S11-
S20.

Original
Article

575 Nishigori H
卒後臨床研修・キャ
リア形成支援セン
ター

Medical education in Japan.
Med Teach. 2024 Sep;46(sup1):S4-
S10.

Original
Article

576
Nishigori H, Haruta J,
Urushibara-Miyachi Y

卒後臨床研修・キャ
リア形成支援セン
ター

What can Japanese medical education contribute to the world?
Med Teach. 2024 Sep;46(sup1):S1-
S3.

Original
Article

577
Onoue T, Asada Y,
Imafuku R, et al

卒後臨床研修・キャ
リア形成支援セン
ター

Developing competencies relating to information science and
technology in Japanese undergraduate medical education.

Med Teach. 2024 Sep;46(sup1):S31-
S37.

Original
Article

578
Matsuzaki T, Mizoguchi
H, Yamada K

薬剤部
The Use of Text Mining to Obtain a Historical Overview of Research
on Therapeutic Drug Monitoring.

Biol Pharm Bull. 2024;47(11):1883-
1892.

Original
Article

579
Nakai T, Tamura T,
Miyagawa Y, et al

薬剤部
Population pharmacokinetic model of tranexamic acid in patients
who undergo cardiac surgery with cardiopulmonary bypass.

Eur J Clin Pharmacol. 2025
Mar;81(3):441-449.

Original
Article

580
Iima M, Kataoka M,
Honda M, et al

放射線科（部）
Diffusion-Weighted MRI for the Assessment of Molecular Prognostic
Biomarkers in Breast Cancer.

Korean J Radiol. 2024 Jul;25(7):623-
633.

Original
Article

581
Iima M, Nakayama R,
Kataoka M, et al

放射線科（部）
Comparing Lesion Conspicuity and ADC Reliability in High-resolution
Diffusion-weighted Imaging of the Breast.

Magn Reson Med Sci. 2024 Sep 26.
Original
Article

582
Iima M, Mizuno R,
Kataoka M, et al

放射線科（部）
Deep Learning Applied to Diffusion-weighted Imaging for
Differentiating Malignant from Benign Breast Tumors without Lesion
Segmentation.

Radiol Artif Intell. 2025
Jan;7(1):e240206.

Original
Article

583
Iima M, Honda M, Satake
H, et al

放射線科（部）
Standardization and advancements efforts in breast diffusion-
weighted imaging.

Jpn J Radiol. 2025 Mar;43(3):347-
354.

Original
Article

584 Iima M, Satake H

放射線科（部）
Sequential Reading Effects in Digital Breast Tomosynthesis:
Improving False-Positive Rates Without Compromising Cancer
Detection.

Radiology. 2024 Nov;313(2):e242642.
Original
Article



585
Shimojo M, Inden Y,
Yanagisawa S, et al

循環器内科
Exploring epicardial arrhythmogenic substrates in long QT syndrome
type III overlapping with J-wave syndrome.

HeartRhythm Case Rep. 2024 Dec
16;11(3):256-260. (オンライン)

Case Report

586
Tanaka H, Sakai A,
Suenaga M, et al

消化器・腫瘍外科
（消化管） FUT2 and FUT3-specific normalization of DUPAN-2 and

carbohydrate antigen 19-9 in preoperative therapy for pancreatic
cancer: multicentre retrospective study (GEMINI-PC-01).

Br J Surg. 2025 Mar
28;112(4):znaf049.

Original
Article

587
Murata Y, Ogura A, Jinno
T, et al

消化器・腫瘍外科
（肝胆膵） Two-team laparoscopic extended lateral lymph node dissection with

transperineal resection of the distal main trunk of internal iliac vein
using a linear stapler-A video vignette.

Colorectal Dis. 2024
Sep;26(9):1784-1785.

Letter

588
Onoe S, Yokoyama Y,
Igami T, et al

消化器・腫瘍外科
（肝胆膵） Effect of Preoperative Autologous Blood Storage in Major

Hepatectomy for Perihilar Malignancy: A Randomized Controlled
Trial.

Ann Surg. 2025 May 1;281(5):741-
747.

Original
Article

589
Kobayashi R, Ogura A,
Murata Y, et al

消化器・腫瘍外科
(肝胆膵) Salvage Laparoscopic Left Lateral Lymph Node Dissection for

Regrowth Without Total Mesorectal Excision 30 Months After
Completion of Total Neoadjuvant Therapy for Locally Advanced
Rectal Cancer.

Dis Colon Rectum. 2025 Mar
1;68(3):e102.

Original
Article

590
Minamimoto R, Abe Y,
Kamiya S, et al

放射線科
Imaging insights of FDG-PET from neonates to infants. Jpn J Radiol. 2025 Mar 5.

Original
Article

591
Minamimoto R, Kato K,
Naganawa S

放射線科
Clinical scenarios of unusual FDG uptake in muscle.

Jpn J Radiol. 2025 Feb;43(2):177-
185.

Original
Article

592
Kawashima N, Kataoka S,
Hamada M, et al

小児科
Late gastroenterological complications in children after allogeneic
hematopoietic stem cell transplantation: A retrospective cohort
study and a case series of children treated with Kampo medicines

TRADIT KAMPO MED.2024
APR:11(1):9

Original
Article

593
Miyazaki A, Taki T, Mori
S, et al

皮膚科
Lentigo maligna melanoma showing radial growth mimicking eruptive
melanocytic nevi

DERMATOL SIN.2024 APR:42(2):2 Letter

594
Moriyoshi H, Riku Y, Ito
Y, et al

脳神経内科
Fasciculations detected by muscle ultrasonography in the early
stage of amyotrophic lateral sclerosis: An autopsy case

NEUROL CLIN NEUROSCI.2024
MAY:12(6):4

Original
Article

595
Koshitori Y, Takai N,
Isomura Y, et al

看護部
Delaying treatment for peritonitis could be related to longer
hospitalization in patients on peritoneal dialysis

RENAL REPLACE THER.2024
NOV:10(1):8

Original
Article
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6

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入するこ
と。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当
該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講
座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載するこ
と
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。



 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類
(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院に
おける所属

題名 雑誌名・出版年月等 論文種別

1 安藤 貴宏,西脇 公俊 麻酔科 インヒビターのない先天性血友病Aの複合性局所疼痛症候群に対す
る区域麻酔

日本ペインクリニック学会
誌;2024.12:31:254-256

Original
Article

2
岩本 和馬,田宮 裕太郎,
三上 智 他

呼吸器内科 胸水貯留を契機に診断された神経線維腫症1型に伴う悪性末梢神経
鞘腫瘍の1例

内科;2025.02:135:337-341
Original
Article

3 伊藤 隆徳,川嶋 啓揮 消化器内科 【薬物性肝障害】ICIによる肝障害
日本消化器病学会雑
誌;2024.12:121:948-956

Review

4
三浦 泰智,水野 隆史,神
原 祐一 他

消化器・腫瘍外科
(消化管) 腹腔鏡下天蓋切除術を施行した巨大脾中皮嚢胞の1例

日本内視鏡外科学会雑
誌;2024.07:29:299-304

Original
Article

5
大澤 郁介,竹上 靖彦,飯
田 浩貴 他

整形外科 未発症の大腿骨頭壊死の自然経過　JIC分類による生存率と早期圧
潰のリスク因子

Hip Joint;2024.08:50:10-14
Original
Article

6
河合 秀紀,井岡 大河,太
田 淳也 他

眼科 片眼性網膜色素変性が疑われる症例に対してマイクロペリメータ
MP-3で評価を行った1例

眼科;2024.08:66:791-798
Original
Article

7
茜部 穂波,森 章一郎,堀
崎 健 他

皮膚科 カルボプラチン・パクリタキセル療法が著効した進行期脂腺癌の1例 Skin Cancer;2024.06:39:36-40
Original
Article

8
竹内 想,武市 拓也,中黒
匡人 他

皮膚科 病変部毛包内に毛包虫を認めたMorbihan病の1例
皮膚科の臨床;2024.07:66:1145-
1148

Original
Article

9 天野 靖大,田村 高廣 麻酔科 肺塞栓症との鑑別を有したアナフィラキシーの1症例
日本臨床麻酔学会
誌;2024.11:44:619-624

Original
Article

10
桑原 隆宏,山根 光知,高
田 秀人 他

麻酔科 肝移植術中に発症した心内血栓・塞栓症による心停止に対しECMO
を導入したが重篤な低酸素脳症となった1症例

麻酔;2024.12:73:837-842
Original
Article

11
布施 佑太郎,竹内 和人,
橋本 典明 他

脳神経外科 神経内視鏡画像における機能性下垂体腫瘍を含めた手術支援AIシ
ステムの構築

日本内分泌学会雑
誌;2024.08:100:19-21

Original
Article

12
樋口 慎一,生田 国大,橋
川 和信 他

形成外科 上腕に発生した軟骨肉腫に対し遊離腓骨皮弁移植術を用いて再建
を行ったMaffucci症候群の1例

日本マイクロサージャリー学会会
誌;2024.09:37:133-136

Original
Article

13
神戸 未来,亀井 譲,高橋
正克 他

形成外科 移植後18年経過した大網弁を移植床血管とした遊離皮弁手術の1例
日本マイクロサージャリー学会会
誌;2024.12:37:183-188

Original
Article

14
山田 陽平,安藤 友一,佐
藤 元紀 他

総合診療科 地域で医療人を育む事業の評価　医療・介護職体験イベント「メディ
カルキッズ」参加者の医療人志向への影響

医学教育;2024.06:55:235-238
Original
Article

15
堀 勇斗,寺井 千晶,府金
幸紀 他

リハビリテーション部 補助人工心臓植込み後に高次脳機能障害を合併し,寛骨臼骨折受
傷後,部分荷重歩行獲得に難渋した一例

国立大学リハビリテーショ
ン;2024.04:45:54-58

Original
Article

16
福澤 翔太,宮川 泰宏,川
原田 祐貴 他

薬剤部 COVID-19軽症・中等症患者における薬剤関連問題に対する病棟薬
剤師介入効果の評価

医療薬学;2024.11:50:614-621
Original
Article

17 松崎 哲郎 薬剤部 AIと薬剤師業務
日本病院薬剤師会雑
誌;2024.06:60:573-577

Review

18
藤井 晃子,秋山 直美,秋
山 智弥 他

看護部 トランジッション・サイクルに基づいた看護師長のキャリア発達段階の
特徴　全国の国立大学病院の看護師長に対するアンケート調査から

日本看護管理学会誌;2024.:28:1-10
Original
Article

19
服部 真代,西堀 正洋,石
津 洋二 他

医療技術部 先天性無フィブリノゲン血症患者の多発動脈血栓の評価にSuperb
microvascular imaging(SMI)を活用した1例

超音波検査技術;2024.04:49:131-
137

Original
Article

20
古川 大記,三沢 翔太郎,
大山 慎太郎 他

メディカルITセンター 機械学習による院内死亡予測モデルの特性分析 医療情報学;2024.04:44:29-37
Original
Article

21
田中 龍一,野田 晴香,岸
上 靖幸 他

総合周産期母子医
療センター 体外受精胚移植を受けた妊婦より出生した先天性結核の1例

日本周産期・新生児医学会雑
誌;2024.12:60:516-522

Original
Article

22 前田 剛志
総合周産期母子医

療センター

周産期の栄養と代謝を考える:新生児の栄養と代謝を考える　超早産
児における修正40週までの成長指標,成長度と3歳時神経発達予後
の関連性の検討

周産期学シンポジウム;2024.:66-71
Original
Article

23
森川 真紀,小島 梨紗,米
原 優香 他

ゲノム医療センター 性の多様性と遺伝カウンセリング　東海遺伝カウンセラー研修会より
日本遺伝カウンセリング学会
誌;2024.06:45:21-29

Original
Article

24
水野 史崇,藤田 孝義,森
井 正哉 他

消化器内科 大腸腺腫のEMR検体で主要組織所見が得られた好酸球性多発血管
炎性肉芽腫症の1例

Gastroenterological
Endoscopy;2024.11:66:2577-2584

Original
Article

25
石川 恵里,中村 正直,川
嶋 啓揮

消化器内科 腸管リンパ腫の診断と治療
Gastroenterological
Endoscopy;2024.11:66:2533-2544

Review

26
池上 脩二,山村 健史,中
村 正直 他

消化器内科 大腸ポリープに対するコールドスネアポリペクトミーで腹腔内出血を
きたした1例

Gastroenterological
Endoscopy;2024.05:66:1236-1241

Original
Article

27
大野 栄三郎,石田 卓哉,
水谷 泰之 他

消化器内科 膵嚢胞性腫瘍の外科切除症例における術前超音波内視鏡検査の誤
診に関連する因子

超音波医学;2025.01:52:27-35
Original
Article

（様式第3）



28
深見 祐樹,小池 春樹,勝
野 雅央

脳神経内科 自己免疫性ノドパチーの病態および治療 末梢神経;2024.06:35:74-82 Review

29
木村 宏之,岸 辰一,日下
紀子 他

精神科 精神分析的サイコセラピー研修としてのオンラインスーパービジョン
に関する調査研究

精神分析研究;2024.07:68:385-397
Original
Article

30
中村 由嘉子,木野内 南,
尾崎 紀夫

精神科 当事者・家族が精神医学の研究に望むこと　アンケート調査の結果
から

精神神経学雑誌;2024.04:126:251-
262

Original
Article

31
濱崎 一,吉田 光宏,中林
規容 他

脳神経外科 妊娠中に坐骨神経痛で発症した腰椎椎間板ヘルニアに対し手術加
療を行った1例

脊髄外科;2024.04:38:61-65
Original
Article

32
牛田 知子,牛田 宏昭,夏
目 啓吾 他

眼科 病初期より視神経炎を認めた再発性多発軟骨炎の1例 臨床眼科;2024.04:78:505-510
Original
Article

33
結城 賢弥,小野 岳志,芝
大介 他

眼科 角膜移植後緑内障に対するAhmed緑内障バルブ挿入術の手術成績
日本眼科学会雑誌;2025.01:129:43-
51

Original
Article

34
重山 真由,西尾 直樹,原
千尋 他

耳鼻いんこう科 前頸部に発生した巨大脂肪腫例　CT値による術前診断
耳鼻咽喉科臨床;2024.06:117:541-
546

Original
Article

35
長谷川 雅俊,柘植 勇人,
鈴木 淳志 他

耳鼻いんこう科 口蓋扁桃ランゲルハンス細胞肉腫例 耳鼻咽喉科臨床;2025.01:118:49-54
Original
Article

36
岩村 祥平,楊 承叡,吉田
忠雄 他

耳鼻いんこう科 結核性中耳炎例
耳鼻咽喉科臨床;2025.02:118:99-
103

Original
Article

37
奥田 健太郎,都築 秀典,
小林 万純 他

耳鼻いんこう科 側頭部痛で発症した肺腺癌側頭骨転移例
耳鼻咽喉科臨床;2024.05:117:469-
474

Original
Article

38
椙村 有紀子,市村 典久,
太田 優也 他

歯科口腔外科 インヒビター保有重症血友病A患者に対するエミシズマブの投与下で
の抜歯経験

日本口腔外科学会雑
誌;2025.01:71:15-20

Original
Article

39
合田 陽祐,内田 広夫,横
田 一樹 他

小児外科 【再手術の戦略と実際】先天性横隔膜ヘルニア再発に対する手術ア
プローチ

小児外科;2024.07:56:682-685
Original
Article

40
徳武 克浩,建部 将広,岩
月 克之 他

手の外科 手指切断・四肢開放損傷患者の救急搬送に関する動画アプリケー
ション活用の取り組み

日本マイクロサージャリー学会会
誌;2024.09:37:109-115

Original
Article

41
加藤 史織,桃原 真理子,
武市 拓也 他

皮膚科 【皮膚筋炎のすべて】早期治療介入が間質性肺炎に著効した抗
PM/Scl抗体陽性皮膚筋炎

皮膚病診療;2025.02:47:150-154
Original
Article

42
山下 雄太,室 慶直,秋山
真志

皮膚科 【環状の紅斑と環状紅斑】annular erythema of infancy 皮膚病診療;2024.06:46:524-527
Original
Article

43
太田 肇,三宅 菜月,太田
幸希 他

産科婦人科 機能性ゴナドトロピン産生下垂体腫瘍が原因で生じた卵巣嚢胞に対
しくり返し卵巣腫瘍摘出術が行われた1例

産科と婦人科;2024.05:91:593-597
Original
Article

44
矢吹 淳司,村岡 彩子,吉
田 康将 他

産科婦人科 卵巣子宮内膜症性嚢胞摘出術後の卵巣予備能を血清microRNAで
予測する

日本エンドメトリオーシス学会会
誌;2024.09:45:40-43

Original
Article

45
安藤 拓朗,加留部 謙之
輔

病理部 心臓原発血管肉腫の病理解剖症例 現代医学;2024.12:71:118-121
Original
Article

46
Kawashima H, Ishikawa T,
Yamao K

消化器内科 [Current status of diagnosis and drainage in biliary stenosis lesions].
Nihon Shokakibyo Gakkai Zasshi.
2024;121(4):251-257.

Original
Article

47 Matsushita T 輸血部 [Biology of von Willebrand factor and pathogenesis of von Willebrand
disease].

Rinsho Ketsueki. 2024;65(8):756-
763.

Original
Article

 計47件

(注)　
1
2

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。
　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

倫理審査委員会業務（利益相反マネジメント、試料等の保管、対応表の管理、有害事象、

審査受託、教育等）及び研究者の申請についての手順・方法等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年34回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反の定義、教職員等の責務、委員会の組織等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年６回 

 ・研修の主な内容 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の実務について」、 

「適切な臨床研究管理の追求」、「臨床介入研究（特定臨床研究）における留意点」、 

「臨床観察研究の倫理審査」、「研究倫理の基本と最近の動向について」、 

「フルゲノム解析研究の実施に関しての倫理的問題点について」 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

各診療科に所属して、初期研修によって習得された基本的診療能力に上乗せされる、医師として

の総合的診療能力の習得に加えて、当該診療科で実施されている先進的な医療に特化した研修を

行うことで、医師としての広くかつ専門的経験を蓄積しながら、専門医資格の取得等を目指す後

期研修を実施している。 

 また、新しい専門医制度の平成30年4月開始に伴い、全19領域の基幹病院として、日本専門医

機構に提出した各領域のプログラムに基づき、専門医師資格の取得を目指す後期研修を実施して

いる。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         200.75人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

佐藤 寿一 総合診療科 病院教授 39年  

梅垣 宏行 老年内科 教授 35年  

清井 仁 血液内科 教授 39年  

室原 豊明 循環器内科 教授 40年  

川嶋 啓揮 消化器内科 教授 30年  

石井 誠 呼吸器内科 教授 29年  

有馬 寛 糖尿病・内分泌

内科 

教授 37年  

小杉 智規 腎臓内科 准教授 30年  

佐橋 健太郎 脳神経内科 准教授 26年  

江畑 智希 消化器・腫瘍外

科（肝胆膵） 

教授 35年  

神田 光郎 消化器・腫瘍外

科（消化管） 

教授 24年  

坂野 比呂志 血管外科 教授 29年  

小倉 靖弘 移植外科 病院教授 34年  

菊森 豊根 乳腺・内分泌外

科 

病院准教授 36年  

六鹿 雅登 心臓外科 教授 29年  

芳川 豊史 呼吸器外科 教授 28年  

橋川 和信 形成外科 教授 28年  

内田 広夫 小児外科 教授 36年  

秋山 浩一 麻酔科 教授 20年  

髙橋 義行 小児科 教授 33年  

梶山 広明 産科婦人科 教授 30年  

池田 匡志 精神科 教授 26年  

今釜 史郎 整形外科 教授 28年  

西口 康二 眼科 教授 28年  



秋山 真志 皮膚科 教授 39年  

赤松 秀輔 泌尿器科 教授 24年  

曾根 三千彦 耳鼻いんこう科 教授 38年  

長縄 慎二 放射線科 教授 38年  

齋藤 竜太 脳神経外科 教授 27年  

山本 尚範 救急科 講師 17年  

西田 佳弘 リハビリテーシ

ョン科 

病院教授 37年  

日比 英晴 歯科口腔外科 教授 38年  

加留部 謙之輔 病理部 教授 25年  

八木 哲也 中央感染制御部 教授 37年  

佐藤 義朗 総合周産期母子

医療センター 

病院准教授 28年  

安藤 雄一 化学療法部 教授 35年  

錦織 宏 卒後臨床研修・

キャリア形成支

援センター 

教授 27年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【医療技術部】 

1）医療技術部職員に向け研修を年2回実施。 

1)-1「キャリアデザインとキャリア支援」 

1)-2「部下のキャリア支援＆成長を促すための面談」 

2）検査・輸血当直研修（検体受付・臨床化学・免疫・血液凝固・一般検査・血液培養・輸血） 

3）ISO内部監査員養成講座 

【看護部】 

 看護部は、専門職として自律し、主体的に看護活動ができる看護師の育成を目指して、研修・

教育を実施している。 

2年目以上の看護職員に対し、看護の質を考え提供できる力、チーム医療を支える力やマネジメ

ント力を養うための研修を段階的に実施している。 

新人を対象とする卒後臨床研修制度は，①基礎的な看護の知識・技術・態度の習得を図る、②

看護師としての実践力を身につけること，を目標としている．この制度の研修の１つにフィジカ

ルアセスメントを中心とした Savinglifeナース育成研修がある．これは患者の変化を早急に気づ

き、患者の早期回復に向けた看護実践ができる看護師を育成するための研修である．看護職員全

員が3年間をかけてこの研修を修了している． 

 この他に，高度急性期病院の役割を果たすための病院研修として救命講習会があり，全職員が2

年に１度一次救命講習会に参加している．また，手術室，集中治療室等，ハイリスクエリアと定

めた部門の職員は，2年に１度二次救命講習会に参加している．全看護職員は，2年間をかけこの

講習会に参加している． 



 ・研修の期間・実施回数 

【医療技術部】 

1) -1 2024年9月20日、1)-2 2025年3月25日 

2）7.45時間×27日間・1回 

3）7時間×１日間・１回 

【看護部】 

2024年4月～2025年3月 

看護部研修：48のプログラム、延べ受講時間12180時間（オリエンテーション時の研修含む） 

 

 ・研修の参加人数 

【医療技術部】 

1)-1 70名 1)-2 22名 

2）5人 

3）5人 

【看護部】 

看護部研修：延べ 6527人（オリエンテーション参加人数：延べ 2748人含む） 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【臨床研究セミナー】 

臨床研究を担う人材の育成を目的とし，臨床研究に従事する職員（医師及び歯科医師含む），研

究者，大学院生等を対象として，先端医療開発部が毎月１，２回程度開催している。 

講習内容は毎回異なり，法規，知財，モニタリング等，多岐に渡るテーマでセミナーを実施して

いる。 

  

・研修の期間・実施回数 

１セミナーにつき１時間半 

  令和６年度は延べ１８回開催した。（DVD上映でのセミナー４回を含む） 

  

・研修の参加人数 

令和６年度は延べ３，４５４名が受講した。（DVDでの受講者５４４名を含む） 



③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 丸山 彰一 

  管理担当者氏名 副病院長・患者安全推進部長 長尾 能雅 
病院長補佐・電子カルテ管理室長 伊神 剛 
薬剤部長 池末 裕明 
医療機器総合管理部長 田中 千恵 
総務課長 土屋 有司 
人事労務課長 宿輪 宏典 
経営企画課長 髙井 真治 
経理課長 廣瀬 昌俊 
医事課長 小山 敬史 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・疾病分類 
ICD-10 
 
・管理形態 
外来カルテ・入院カルテ 
 1患者1電子カルテで
中央管理（一部紙媒体に
て保存） 
 
・持ち出しに関する取扱
い 
 診療録の持ち出しは
原則禁止としている。エ
ックス線写真の持ち出
しは，名古屋大学医学部
附属病院病歴等管理要
項第12及び第13のとお
りの取扱とする。（別添
参照） 

各科診療日誌 中央管理 
処方せん 中央管理 
手術記録 中央管理 
看護記録 中央管理 
検査所見記録 中央管理 
エックス線写真 中央管理 
紹介状 中央管理 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

中央管理 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事労務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営企画課,医事課 

高度の医療の研修の実績 人事労務課 
閲覧実績 総務課,医事課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課,薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十

一
第
一
項
に
掲
げ

る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

患者安全推進部 
 

 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

患者安全推進部 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

患者安全推進部 
 



 
 

  
 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

患者安全推進部 
 
 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

患者安全推進部 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

患者安全推進部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

患者安全推進部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

患者安全推進部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経理課,臨床工学技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経理課,臨床工学技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経理課,臨床工学技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

患者安全推進部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

患者安全推進部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

患者安全推進部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

電子カルテ管理室 

医療安全管理部門の設置状況 患者安全推進部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

患者安全推進部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

患者安全推進部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

患者安全推進部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

監査室 

職員研修の実施状況 患者安全推進部 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



 

名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要項 

（趣旨） 

第 1 名古屋大学医学部附属病院（以下「病院」という。）における病歴等の管理については，この

要項の定めるところによる。 

（目的） 

第 2 病歴等の管理は，医学部，大学院医学系研究科及び本院（以下「病院等」という。）における

診療・教育及び研究に資することを目的とする。 

（定義） 

第 3 この要項において病歴等とは，本院の患者に係る診療録，X線フイルム及びそれらの付属書類

（以下「診療録等」という。）をいう。 

 （退院時要約の作成） 

第 4 全診療科において医師は，全退院患者についての退院時要約を作成する。 

2 前項に規定する退院時要約の作成に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要

項実施細則第 2条及び第 3条に定める。 

（プライバシーの確保） 

第 5 病院等の職員及び診療録等の閲覧又は貸出（以下「閲覧等」という。）を希望する者は，次に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 診療情報の秘密保護に関する事項 

二 患者情報等の秘密保護に関する事項 

三 複写の禁止に関する事項 

四 データの保護に関する事項 

五 その他診療録等の情報管理に関する事項 

（診療録等の管理責任者） 

第 6 診療録等を適正に管理するため,診療録等管理責任者（以下「管理責任者」という。）を置き, 

電子カルテ管理室長をもって充てる。 

（診療録等の管理区分） 

第 7 診療録等の管理は，管理責任者及び医事課が行う。 

2 平成 29年 12月 31日以前の電子媒体上に記録されていない，名古屋大学医学部附属病院病院情

報管理システム管理運用要項施行細則（以下「施行細則」という。）第 11条に規定する対象文書

等については，電子媒体上にスキャン取込み後，原本を保管する。 

3 平成 30年 1月 1日以降に電子媒体上にスキャン取り込みされた施行細則第 11条に規定される対

象文書等については，電子化された情報を原本とする。 

（診療録等の保存） 

第 8 診療録等の保存期間は，次のとおりとする。 

一 外来診療録，入院診療録等 受診した診療科の最終受診日から 5年間 

二  診療録等をマイクロフイルム化及び電子化したもの  永久 

2 診療録等の保管方法及び保存期間を経過した診療録の取扱いについては別に定める。 

（診療録等の閲覧及び貸出） 

第 9 診療録等は，原則として診療，教育・研究，公法上の規定及び医事調査等による目的以外は



 

閲覧等を許可しないものとする。 

2 診療録等の閲覧等及び検索に係る遵守事項については，別に定める。 

3 診療に必要な外来診療録，入院診療録等は各診療科の依頼に応じ，医事課が迅速に提供する。 

（診療録等の閲覧等の資格） 

第 10 診療録等の閲覧等ができる者は，次の者とする。 

一 病院等に所属し，診療に従事している医師及び歯科医師 

二 診療従事者として病院長の承認を得た医師及び歯科医師 

三 前各号に掲げる者のほか，病院長又は管理責任者が許可した者 

（診療録等の閲覧等の申請及び許可） 

第 11 医事課が管理する診療録等の閲覧等を希望する者は，医事課が管理する「診療録等閲覧・貸

出申込書」（以下「申込書」という。）を医事課に提出し，許可を得るものとする。 

2 医事課は，前項の申込書を受理した場合は，閲覧等の資格及び利用目的を確認し，適当であると

判断した場合に閲覧等を許可するものとする。 

3 閲覧は医事課内で行うこととし，貸出は病院等の範囲内とする。 

（X線フイルムの院外貸出） 

第 12 前条第 3項の規定にかかわらず X線フイルムの院外貸出については，次に掲げる要件を満た

す場合に許可することができるものとする。 

一 都道府県及び市町村の条例等により，公費負担医療受給申請書等に X線フイルムの添付が求

められている場合の患者（患者が未成年の場合の保護者を含む。）への貸出 

二 労災認定等の資料として X線フイルムの提出が求められている場合の労働基準監督署への貸

出 

三 診療上の必要事由による他の医療機関への貸出 

2 前項第一の貸出の判断は，当該患者が受診している診療科の主治医が行うものとし，主治医が退

職している場合にあっては，当該診療科長が判断する。 

（診療録等の閲覧等の期間） 

第 13 診療録等の閲覧等の期間は 14日間とする。 

2 X線フイルムの院外貸出期間は，前項の規定にかかわらず原則として次のとおりとする。 

一 公費負担医療受給申請及び労災に係るもの 1月以内 

二 その他のもの 2週間以内 

3 閲覧等の期間終了後もなお閲覧等の必要がある場合は，医事課の許可を得るものとし，継続でき

る閲覧等の期間は，前回の閲覧等期間満了日から 14日以内とする。 

4 閲覧等の期間内であっても，診療上，当該診療録等が緊急に必要となった場合は，直ちに返却す

るものとする。 

5 医事課が管理する診療録等は，医事課内の所定の場所に返却するものとする。 

（時間外及び休日等の閲覧等） 

第 14 土曜日，日曜日，祝祭日及び 12月 29日から翌年 1月 3日における医事課が管理する診療録

等の閲覧等については，あらかじめ許可を得ているものを除き，診療上，当該患者の診療録等が

緊急に必要な場合にのみ許可する。 

2 前項により医事課が管理する診療録等の閲覧等を行う者は，当該診療録等の所在確認のため，申

込書に必要事項を記載して所定の整理箱に投函しておくものとする。 



 

3 前項により医事課が管理する診療録等の閲覧等を行う場合は，閲覧等を行う者が警務員室から医

事課の鍵の貸出を受けて入室し，退出時は消灯，施錠等の確認を行い，貸出を受けた鍵は退出後

速やかに警務員室に返却するものとする。。 

（雑則） 

第 15 この要項の実施に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院カルテ管理委員会の議を経

て病院長が定める。 

 

   附 則 

 この要項は，平成 16年 4月 1日から実施する。 

   附 則 

 この要項は，平成 22年 3月 10日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 24年 4月 11日から実施し，平成 24年 4月 1日から適用する。 

   附 則 

 この要項は，平成 28年 9月 14日から実施する。 

附 則 

この要項は，令和 3年 4月 14日から実施し，令和 3年 4月 1日から適用する。 

   附 則 

この要項は，令和 4年 2月 1日から実施し，令和 3年 6月 1日から適用する。 

附 則 

この要項は，令和 6年 4月 10日から施行し，令和 6年 4月 1日から適用する。 

 

 



 

規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

・患者安全管理に関する基本的な考え方 
・組織に関する基本的事項 
医療に係る安全管理のための従業者に対する研修に関する基本方針 

・事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関
する基本方針 

・医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
・患者との間の情報の共有に関する方針 
・患者からの相談等への対応に関する基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 

 
・ 開催状況：年 18回 

 
・ 活動の主な内容： 
医療事故発生の防止に努め，かつ，発生した医療事故への適切な対応及び
病院全体の医療の質向上を積極的に図るため，次の事項を審議する。 
・医療事故の防止及び医療安全推進に関する事項 
・医療上の紛争処理に関する事項 
・医療の質向上に関する事項 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 14 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 ・全職員、外注業者を対象として、「4つの安全文化」、「IPSG.1 患者を2

つの方法で正しく確認する」、「IPSG.2 コミュニケーションを効果的に
行う」、「JCI受審にあたって」「IPSG.2.2 患者ケアの引継ぎのコミュニ
ケーション」、「IPSG.6 転倒・転落による患者の傷害リスクを低減する
」、「患者の権利について」、「患者安全と患者中心の医療」、「患者中
心の医療を考える～人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに
関するガイドラインから～」、「患者の体験（Patient Experience）を患
者安全に活かす」等をテーマとした研修を実施した。 

・新規・中途採用職員を対象として，採用時に患者安全ポケットガイドの内
容について研修を実施。 

・チームSTEPPS研修（導入コース）を計7回実施し，457名が受講，累積受講
率は95.4％であった。 

・チームSTEPPS研修（アドバンストコース）を計4回実施し，123名が受講，
累積受講率は88.1％であった。 

・平成28年度からは，各種会議で患者安全推進部から周知した重要伝達事項
について，各職員の理解度を確認するため，簡易なテストを実施し，解説
を行っている。 

・令和4年度からは診療報酬の改訂を受け，e-learning研修で求められる「双
方向のコミュニケーション」について以下の対応を実施している。 
e-learning研修に「質問」の項目を追加し，寄せられた質問に対する回答 
を全職員が閲覧する学内サイトに公開している。 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 



 

・各部門とのインシデント検討会にて報告事例を審議し，改善に結びつける
。（51回開催） 

・重大事故に関しては外部委員主導の事故調査委員会などを開催し，そこで
得られた分析結果や提言を踏まえ，再発防止に結びつける。（新規2件開
始） 

・多職種が関連した事例等については，カンファレンス形式による検討会を
開催し，改善に活かしている。（1回開催） 

・インシデント報告総件数（14,073件） 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 

規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・院内感染対策に関する基本的な考え方 
・院内感染対策のための委員会と組織 
・院内感染対策のための従業者に対する研修に関する事項 
・感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
・院内感染発生時の対応に関する基本方針 
・病院感染リスクアセスメントに基づいた感染対策の立案 
・抗菌薬適正使用の推進 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

院内感染の防止に努めるとともに，発生した感染事例について適切な対応を図る。 
これらの活動のため，次の事項を審議する。 

・院内感染の予防及び対策等に関する事項 
・患者の取扱に関する事項 
・医療従事者への感染予防に関する事項 
・中央感染制御部の運営に関する必要な事項 
・その他院内感染，難治感染症対策及び抗菌薬適正使用に関する事項 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 5 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

・全職員，外注業者を対象として，「感染対策と抗菌薬適正使用」、「手指衛生/医療環境の感
染対策 患者さんと自分自身を守るための感染対策＆JCIに関連した院内ルールの確認」、「I
PSG.5.1 ケアバンドル」、をテーマとした研修を実施 

・清掃業者を対象として，「清掃業務に関わる感染対策」をテーマとした研修を実施 
・新規・中途採用職員を対象として，採用時に感染予防などをテーマとした研修を実施 
 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 ・全病棟と外来，部門を対象に感染対策の知識，手指衛生などの感染対策の実施状況，環境整備の

チェックを中心としたICTラウンドの実施 
・MRSAなどの薬剤耐性菌等の新規検出症例数の独自介入基準を設け，基準に合致した部署に対して
手指衛生観察巡回などを実施し，手指衛生や感染経路別対策感染対策の強化を図っている 

・NICUとの定期的なミーティングの実施，SICU/EMICUのミーティングへの参加 
・抗菌薬適正使用の推進を目的とした薬剤部とのミーティング 
・診療科横断的な感染症症例コンサルテーションと血液培養陽性例への介入 
・4職種の実務的メンバーによるICTコアミーティングを週1回行い，全病院的に感染対策が漏れな
く実施されるよう検討・管理している 

 
(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 

規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る
措置 

 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 6 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
研修の主な内容： 
・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・医療技術職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修(ハイ
アラート薬の安全性を高める)を実施した。 
・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・医療技術職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修(疑義
照会・医薬品副作用の報告制度)を実施した。 
・新入職時職員を対象とした研修（入職時オリエンテーション：医薬品）を実施した。 
・中途採用者を対象とした研修（入職時オリエンテーション：医薬品）を実施した。 
・新任看護師を対象とした研修（薬剤管理①、薬剤管理②）を実施した。 
・研修医を対象とした研修（薬剤安全プログラム・医薬品の取り扱いについて）を実施した。 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
・業務の主な内容： 
医薬品安全管理責任者の業務に関する事項、医薬品の採用・購入に関する事項、医薬品の管理に関す
る事項、患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項、患者に対する与薬や服薬指導に関す
る事項、医薬品の安全使用に係わる情報の取り扱いに関する事項、ハイアラート薬の取り扱いに関す
る事項、名称類似および外観類似薬の取り扱いに関する事項、他施設との連携に関する事項、適応外
の使用、禁忌等の処方に係わる確認および指導に関する事項、院内製剤の取り扱いに関する事項、化
学療法に関わる事項、重大な有害事象の予防・対応に関する事項、医薬品関連の情報システムに関す
る事項、医薬品の安全使用のための業務手順書に基づく業務の遂行に関する事項 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
近年、喀血患者に対する新しい治療戦略としてトラネキサム酸の吸入投与が注目されている。トラ
ネキサム酸の吸入投与は静注投与と比較して喀血患者の出血量が少なく、喀血停止割合が高いことが
報告されている。 
当院でLoeys-Diets症候群に伴う肺出血を繰り返し、2年間で数十回入院を要し、トラネキサム酸お
よびカルバゾクロムスルホン酸ナトリウムの静脈注射投与を行っていた患者に、適応外使用としてト
ラネキサム酸の吸入投与を行いたいということで、昨年度、未承認新規医薬品等評価委員会に、その
患者限定で使用する適応外使用として申請され、承認された。開始後喀血で救急外来受診することは
あるものの、入院を要するような症状はなく、また目立った副作用もなく外来で管理できており、効
果が認められたと考えている。これらの状況については、申請医師より提出された使用経過報告書に
より薬剤部未承認新規医薬品等管理室の薬剤師が確認し、未承認新規医薬品等評価委員と情報共有し
た。 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・薬剤部のペイシェントセーフティマネジャーおよび病棟担当薬剤師が、診療科（部）、病棟、中央
診療施設などにおいて、患者安全推進部と連携して、各部署内における医薬品の安全管理に関する指
導を行っている。 
・医薬品に係わる適正使用に関する情報や副作用情報を医薬品安全運用協議会、薬事委員会、患者安
全推進委員会等で報告している。 
・担当副薬剤部長および担当室長は、医薬品安全運用協議会やペイシェントセーフティマネジャー会
議に出席し、患者安全推進部に専従で配置されている薬剤師と連携して、インシデント対策や運用手
順の見直しを行っている。 
・必要に応じて薬品情報室から安全使用のための情報を文書にて各病棟、外来診療科、その他の部署
に配布するとともにメールにて配信している。さらに、電子カルテのDI参照のお知らせ画面、薬剤部
ウェブサイトにも安全使用のための情報を掲載し職員への周知徹底に努めている。 
・重要度の高い情報については、電子カルテのトップページや院内広報：薬剤部ページにも掲載 
している。 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 

規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 

 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     随時 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・人工呼吸器・除細動器など特に安全使用に際して技術の習得が必要と考えられる機器に関し
て、医療機器総合管理部が年２回実施。 

・放射線部門にて直線加速器と放射線照射装置に関する年２回の定期研修を実施。 
・その他の医療機器についても各部署にて適宜勉強会を実施。 
（随時実施） 
・新卒者のオリエンテーションにて、医療機器の安全使用のための研修を実施。 
・研修医や看護師を対象に臨床工学技士・メーカーによる研修の実施。 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

・医療機器の管理を医療機器管理ソフトにて行っており、購入日・使用場所・保守点検状況等
の管理を行っている。 

・臨床工学技士が生命維持管理装置（人工心肺・血液浄化・不整脈・心臓カテーテル・ＯＰＥ
・ＩＣＵ関連）の操作・保守点検・管理を行っている。 

・院内で中央管理する機器の定期点検は電気安全解析装置などのシミュレーターを用いて実施
している。また交換パーツについてはメーカー講習会を受講し、供給を受けて院内で行って
いる。 

・ダヴィンチやＸ線撮影装置など保守契約を結んでいるものについては、機器の空き状況を確
認し実施している。 

・手術室および臨床工学技術部に委託業者が常駐して医療機器の日常点検や不具合発生時の対
応などを行う、医療機器保守管理業務契約を締結している。 

・その他医療機器についても、必要に応じ定期点検等の保守契約を結んでいる。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

医療機器について、R6年度の未承認医療機器の使用申請は0件。適応外使用申請・承認について
の実績は1件。 
・小児患者の開心術の際に、アトムピンクカテーテルを小児の人工心肺の送脱血管を固定する
チューブとして利用 

 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
   PMDAやメーカー、納入業者からの報告を受理し、CEニュース（臨床工学技術部による院内広 

報）や医療機器総合管理部が発出するＭＤＩ（Medical Device Information）通知メール、 
電子カルテに掲載するなど電子媒体を利用して関連部署での情報共有を実施している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 

規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全管理責任者を配置しており，患者安全推進部長，患者安全推進委員会委員長を務め，医薬

品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（17名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報は、整理した上で薬事委員会月例報告として院内へ周知している。周知状況の確認は、

各診療科の薬事委員が周知完了報告を薬剤部薬品情報室に提出することにより行っている。また、各

診療科の周知状況は薬事委員会にて報告している 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

（未承認薬） 

未承認薬は未承認新規医薬品等評価委員会へ申請し承認を得た上で使用されている。副作用報告

や個別の経過報告を行っている。 

未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門については、「名古屋大学医

学部附属病院未承認新規医薬品取扱要項」および「名古屋大学医学部附属病院未承認新規医薬品等

評価委員会に関する要項」を制定した。 

（適応外） 

適応外使用については、未承認新規医薬品等評価委員会で承認した適応外使用医薬品を「適応外

投与（承認）一覧」として薬剤部内に通知し薬剤師全員で情報を共有している。薬剤師は処方監査

時に適応外使用を把握した場合は、患者への説明及びカルテへの記載が必要であること、未承認新

規医薬品等評価委員会への申請が必要であることを医師に指導して記録を残している。 

（禁忌） 

禁忌処方をチェックするシステムは電子カルテ上にあり、医師が処方確定時にアラートが表示さ

れる。また、薬剤部で印字された処方せんの下部にもアラートが印字される。薬剤師は処方監査時

にこのアラート情報を確認し、個別に医師へ連絡し、当該医師の対応方針を確認した後に記録を残

している。 

 

 



 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 

目的，方針，適応範囲，定義，役割と責任，遵守と監視，手順，説明と同意の種類，説明と同意の

確認のプロセス，説明・同意書の文書様式，説明及び同意に関し問題が起こった場合，等 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

「診療録等内部監査要項」に基づいてカルテ記載の確認し、その結果を毎月病院機能改善本部会議

で報告をしている。 

該当診療科のカルテ管理委員へフィードバックし各診療科で対策し診療情報の精度向上に努めて

いる。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（10）名、専任（ ）名、兼任（7）名 

 うち医師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（4）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（4）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

・全部門からのインシデント・アクシデント情報の集積と分析 



 

・院内の伝達会議、安全研修、学生教育等による周知、啓発 

・重大アクシデントに対し、病院全体で対応できる治療連携体制の起動 

・医療事故に対する第三者を主体とする事例検証（医療事故調査） 

・適切なインフォームド・コンセント体制の整備 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（14件）、及び許可件数（16件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・申請内容を確認するとともに、委員会に対し提供の適否等について意見を求める。 

・部門の長は、委員会の意見を踏まえ、提供の適否等について決定し、診療科長へ通知する。 

・部門の長は、定期的に適正な手続きに基づいて提供されていたか確認する。また、術後に患 

者が死亡した場合にも、手術記録、診療録等の記載内容を確認する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（1件）、及び許可件数（1件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

診療科の申請医師は申請書類を薬剤部未承認新規医薬品等管理室に提出する。未承認新規医薬品

等管理室の薬剤師は申請書類(申請書、説明同意文書、確認表)と引用文献等の内容を確認し、疑義

等について申請者に回答の依頼をする。その後、未承認新規医薬品等評価委員会にて評価委員が申

請内容を審査する。事前に評価委員から指摘事項等を挙げ、その内容を申請医師に連絡する。申請

医師は書類の修正等委員会前にできるだけ対応し、未承認新規医薬品等評価委員会で申請内容の説



 

明、指摘事項等の回答等をする。 

申請が適当と判断され、患者に使用された後、申請医師は定期的に経過報告書を提出する。未承認新

規医薬品等管理室の薬剤師は、同意の取得、副作用がモニタリングされているか等遵守状況について

確認を行う。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 354件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 203件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

死亡状況の確認及び審議 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：弘前大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：熊本大学病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

・インシデントやアクシデントの報告等の状況，医療安全管理委員会の業務の状況，医薬品等の安

全使用体制の状況，高難度新規医療技術又は未承認新規医薬品等を用いた医療の適否等を決定す

る部門の運用状況，監査委員会の業務の結果及び監査委員会からの指摘への対応状況についての

助言があった。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

当院は、地域連携・患者相談センターに患者安全に係る相談窓口を設置し、平日 8時 30分から 17時

まで、電話および対面により一次対応を行っている。安全管理に関連する事案については、患者安全

推進部と連携のうえ、院内手順書に基づき速やかにエスカレーションし、適切に対応する体制を整備

している。相談対応責任者は地域連携・患者相談センター長、最終判断者は患者安全推進部長とする。 

同センターには、医療相談を担当する医療ソーシャルワーカー（MSW）12名および看護師 13名、苦情

相談を担当する相談員 4名、センター事務補助 2名を配置している。個人情報の取扱いは関係法令お

よび院内規程に従う。 



 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

医 師：各診療科に所属して、初期研修によって習得された基本的診療能力に上乗せされる、医師と

しての総合的診療能力の習得に加えて、当該診療科で実施されている先進的な医療に特化し

た研修を行うことで、医師としての広くかつ専門的経験を蓄積しながら、専門医資格の取得

等を目指す後期研修を実施している。 

また、新しい専門医制度の平成 30年 4月開始に伴い、全 19領域の基幹病院として、日本専

門医機構に提出した各領域のプログラムに基づき、専門医師資格の取得を目指す後期研修を

実施している。 

看護師：専門職として自律し、主体的に看護活動ができる看護師の育成を目指して、研修・教育を実

施している。新人を対象とする卒後臨床研修制度は、①基礎的な看護の知識・技術・態度の

習得を図る、②看護師としての実践力を身につけること、を目標としている。この制度の研

修の１つにフィジカルアセスメントを中心とした Savinglifeナース育成研修がある。これ

は患者の変化を早急に気づき、患者の早期回復に向けた看護実践ができる看護師を育成する

ための研修である。看護職員全員が 3年間をかけてこの研修を修了している。この他に、高

度急性期病院の役割を果たすための病院研修として救命講習会があり、全職員が 2年に１度

一次救命講習会に参加している。また、手術室、集中治療室等、ハイリスクエリアと定めた

部門の職員は、2 年に１度二次救命講習会に参加している。全看護職員は、2年間をかけこ

の講習会に参加している。 

・全職員、外注業者を対象として、「4つの安全文化」、「IPSG.1 患者を 2つの方法で正しく確認

する」、「IPSG.2 コミュニケーションを効果的に行う」、「JCI受審にあたって」「IPSG.2.2 患

者ケアの引継ぎのコミュニケーション」、「IPSG.6 転倒・転落による患者の傷害リスクを低減す

る」、「患者の権利について」、「患者安全と患者中心の医療」、「患者中心の医療を考える～人

生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドラインから～」、「患者の体験

（Patient Experience）を患者安全に活かす」等をテーマとした研修を実施した。 

・新規・中途採用職員を対象として、採用時に患者安全ポケットガイドの内容について研修を実施。 

・チーム STEPPS研修（導入コース）を計 7回実施し、457名が受講した。 

・チーム STEPPS研修（アドバンストコース）を計 4回実施し、123名が受講した。 

・平成 28年度からは、各種会議で患者安全推進部から周知した重要伝達事項について、各職員の理



 

解度を確認するため、簡易なテストを実施し、解説を行っている。 

・令和 4年度からは診療報酬の改訂を受け、e-learning研修で求められる「双方向のコミュニケーシ

ョン」について以下の対応を実施している。 

e-learning研修に「質問」の項目を追加し、寄せられた質問に対する回答を全職員が閲覧する学内

サイトに公開している。 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益財団法人

日本医療機能評価機構が実施する「2024年度特定機能病院管理者研修」を受講した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

2024年 11月に JCIによる評価を受審し、認証を受けた。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

病院ホームページの学内専用サイトに掲載する等して、構成員向けに周知している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

部分的達成とされた 13項目及び未達成とされた 1項目について、関係部署が対策を検討し、毎月の

関係会議にて対応状況を報告することで、病院全体としてのモニタリングを実施している。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 

規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

 

１．人格が高潔で，学識が優れ，医学部附属病院内外の信頼を得ることができ

る者であること。 

 

２．医学部附属病院等における学生への教育，学術研究及び社会貢献に関して，

調和のとれた運営を行うことができる者であること。 

 

３．医学部附属病院の運営にあたり，構成員の意見に耳を傾けつつ，迅速な意

思決定を行う強い指導力を発揮することができる者であること。 

 

４．診療，臨床教育，臨床研究など大学病院特有のミッションに精通し，医療

機関の管理者としてリスク対応を含めた高いマネジメント能力を持ち，多

職種からなる構成員に対して，優れたリーダーシップを発揮できる者であ

ること。 

 

５．医療安全管理業務の経験並びに医療安全を第一に考える姿勢及び指導力を

備え，医療安全確保のために必要な資質・能力を有する者であること。 

 

６．医学部附属病院の安定的財政基盤の確立と効率的な組織編成を実現できる

総合的運営能力を有する者であること。 

 

７．地域医療へ貢献する姿勢及び国際的な視野を持って医学部附属病院の運営

を行うことができる者であること。 

 

８．医学部附属病院の現状を正確に分析し，大学執行部との対話を通じ設定さ

れた部局の中長期ビジョンを着実に実行するとともに，全学及び医学部附

属病院の課題について，大学執行部と連携して取り組むことができる者で

あること。 

 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

    ホームページにて公表 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の
設置及び運営状況 

 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 病院の経営,管理及び人事に関する企画,立案及び方針を決定する。 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

 病院部長会において各診療科長に報告するとともに,病院連絡会において各医局長に 

決定事項を周知している。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

 丸山 彰一    〇 医師 病院長 

 江畑 智希  医師 副病院長 

 髙橋 義行  医師 副病院長 

 長尾 能雅  医師 副病院長 

 梶山 広明  医師 副病院長 

 川嶋 啓揮  医師 副病院長 

 今釜 史郎  医師 副病院長 

 藤井 晃子  看護師 副病院長 

 竹本 浩伸   事務 副病院長 

 伊神 剛  医師 病院長補佐 

 池末 裕明  医師 病院長補佐 
 
 
  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
    名古屋大学ホームページに掲載 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

病院長の権限に関する内容は下記のとおり 

   ・病院長は，病院の管理，運営をつかさどり，所属職員を統督する。 

 ・病院長は，病院で行われる診療について，その実施状況の報告を求め，又は自ら調査し， 

必要に応じて是正又は停止を命ずることができる 

   ・部長，科長，センター長，部門長等（以下「部長等」という。）の任命は，病院長が行う。 

・病院長は，部長等が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，これを免ずることがで

きる。 

 

一 勤務実績がよくない場合 

二 心身の故障のため職務の遂行に支障があり，又はこれに堪えない場合 

三 その他必要な適性を欠く場合 

 

・部長等は，別に定める手続きを経ることなく，その意に反して免ぜられることはない。 

・病院長は，第4項の規定により部長等を免じたときは，その理由を明らかにしなければなら

い。 
 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

副病院長は，病院長から指示された具体的な事項を担当し，及び病院長が海外渡航等で不在の

場合は，あらかじめ病院長が指名した副病院長が，病院長の職務を代行する。 

副病院長は，病院長の職務を円滑に遂行させるため，病院の管理・運営等に関する企画・立案

にかかわるとともに，広報の職務又は病院の教育・研究・診療にかかわる職務を分担する。 

   病院長補佐は，病院全体の立場に立ち，病院の管理・運営等に関し提案された企画立案等を検

討し，病院長に提言する。 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、 
公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する「2024年度特定機能病院管理者研修」を受講。 

 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する
状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

以下に掲げる事項を監査する。 

 ・医療安全管理に係る体制 

 ・医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者等の業務の状況 

 ・患者安全推進部の業務の状況 

 ・患者安全推進委員会の業務の状況 

 ・その他医療安全管理に関して必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

  名古屋大学医学部附属病院ホームページにおいて公開 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 〇 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

無 1 

長谷川 潤 AOI名古屋病院  AOI名古屋病院 

病院長を務めて

おり，医療安全に

精通しているた

め。 

有 1 

長谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律相談所 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

 

無 1 



 
 
 

 

松下 敏幸 全国健康保険

協会愛知支部 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

無 2 

矢野 昌浩 名古屋大学  総長が指名する

理事・副総長 

 

有 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを
確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

名古屋大学監査室において,病院も含めた全学の業務方法書、規程、内規等の整備状況及び実施

状況、年度計画に基づく組織及び制度全般の運営状況、人事管理状況などについて監査を行って

いる。 

また,「東海国立大学機構における内部統制システムの整備及び運用に関する規程」を整備し,病

院も含めた全学の業務状況を確認するため,内部統制委員会を年一回開催することとしている。 

 
 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   東海国立大学機構ホームページに掲載 
 
 

 

 
  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に
係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

東海国立大学機構役員会をもって充てることとし、病院の経営に関する事項については 
病院長又は副病院長が出席し審議を行うこととしている。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年21回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
      東海国立大学機構ホームページで公表 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合
等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 名古屋大学ホームページに掲載するとともに、職員に配付している「医療安全ポケットガイド」に

おいても掲載し、案内している。 

 

 

 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

　閲覧責任者氏名 　総務課長　土屋　有司

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

　病院の管理及び運営に関する諸記録は、公文書等の管理に関する法律の規定に基づき、保有する
法人文書ファイルとして、名称、保存期間、文書管理者、保存場所、その他の事項を記載した法人文書
ファイル管理簿を作成し、一般の閲覧に供するとともに、公表しています。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課課長補佐　平子　拓哉

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

１．附属病院における臨床研究成果を➀名古屋教育記者会会員１５社へFax、記者会見を通じてプ

レスリリースを行い、②医学系研究科ホームページに研究トピックスとして掲載し、広く学外・

院外に向けて情報発信している。 

また、臨床研究成果以外の病院の取り組みについても、医学部附属病院ホームページに名大病院

の活動として掲載し、広く学外・院外に向けて情報発信している。 

２．診療内容・医療サービスや診療実績等の医療情報について、附属病院ホームページにおいて

公開している。 

３．患者や地域向けに広報誌を作成し、広く頒布している。また、一般市民を対象とした公開講

座を毎年度開催し、地域市民に向けた教育・啓発活動にも取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

ア．補助人工心臓を用いた重症心不全治療：心臓移植治療は、医師（心臓外科、循環器内科

、ICU、麻酔科、精神科）の他に、看護師、臨床工学技士、理学療法士（心臓リハビリ）、

臨床心理士、栄養管理士、薬剤師が合同で行っている。植込型補助人工心臓治療は、心臓

移植適応患者を対象とするため、多職種カンファレンスで適応を審査し、補助人工心臓移

植から在宅管理、将来的な心臓移植までのシームレスな重症心不全治療を多職種で行って

いる。 

イ．肝臓移植：図１のとおり、チーム医療で行っている。 

ウ．肉腫患者に対するサルコーマボード：整形外科、化学療法部、放射線科、緩和ケアチー

ム、泌尿器科などが参加している。 

エ．骨転移患者に対する骨転移ボード：整形外科、リハビリテーション科、化学療法部、放

射線治療科、緩和ケアチーム、泌尿器科、乳腺・内分泌外科、呼吸器内科などが参加して

いる。 

オ．大動脈疾患における人工血管治療とステント治療の同時ハイブリッド手術：心臓外科と

血管外科が合同で行っている｡ 

カ．閉塞性動脈硬化症、血管炎、バージャー病による四肢虚血に対する血管新生療法：循環

器内科と血管外科が合同で行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図 1．肝臓移植とチーム医療 

 


